
【ソフトウェア使用許諾書】
　下記の条項は株式会社アーク情報システム（以下「ARK」といいます）が、「BOOT革命/USB」（コンピューター・ソフトウェア、
マニュアル、その他関連資料を含み、以下「本ソフトウェア」といいます）に適用いたします。

１．使用許諾

①お客様は本ソフトウェアを、１台のコンピューターに限り使用できます。
②お客様は、本ソフトウェアのバックアップを目的に、ただ一つの複製を作成することができます（バンドル版は除きます）。
　　２．使用許諾期間

①本契約は、お客様が本契約の内容に同意して本ソフトウェアの使用を開始したときより発効し、お客様が本ソフトウェアの
使用を止められたとき、または本ソフトウェアのアップグレード品の契約が結ばれるまでを有効とします。
②お客様が本契約のいずれかの条項に違反した場合、ARKは本契約を一方的に終了させていただくことがあります。
　　３．保証および責任の内容

① CDおよびマニュアルに物理的な欠陥がある場合は、購入後 90 日以内は無償で交換いたします（バンドル版は除きます）。
ただし、お客様は本ソフトウェアの購入日を証明できる写しを添付しなければなりません。それ以外の場合は実費をご負担
いただきます。
②ARKは、本ソフトウェアの仕様およびサービスの内容を予告なしに変更することがあります。なお、本ソフトウェアのサ
ポートサービス終了に関しては、Web ページにてご案内をいたします。
③ARKは、サポートを終了した製品に関しては、サポートサービスを提供する義務を負わないものとします。
④サポートサービスは、ARKの規定に沿って電話、メール、FAXで行いますが、サポートサービスがお客様の目的に適合す
ることを保証するものではありません。
⑤ARKは、ユーザー登録がなされない場合や、登録変更の届け出がなされない場合、またはその内容に不備がある場合にお
いて、ARKからお客様へ連絡の不達において生じる不利益および損害については、一切の責任を負うものではありません。
なお、メール等でご案内する本ソフトウェアに関する情報やサポートサービスの内容に関しては、Web サイトでも同内容
のご案内をしておりますので、こちらをもってお客様へのご連絡とさせていただきます。
⑥ARKおよびMicrosoft（バンドル版においては本ソフトウェアの提供先も含みます）は、いかなる場合にもお客様が本ソ
フトウェアを使用した結果に関して一切の責任を負うものではありません。
⑦本契約のもとで、本ソフトウェアの品質および性能に関して発生する問題は、お客様の費用負担をもって処理するものとし
ます。
⑧本契約のもとで、ARKがお客様に負担する責任の総額は、本ソフトウェアの購入金額を超えないものとします。ただし、
バンドル版においてはこの条項は適用されず、ARKは金銭的な責任を負うものではありません。
⑨本ソフトウェアのサービス（主にサポートサービスとなりますがこれに限りません）は日本国内に限定されるものとします。
また、日本語で対応することとします。
　　　４．禁止事項

①本ソフトウェアを逆コンパイルまたは逆アセンブル、またはその他の方法でソースコードを解析すること。
②本ソフトウェアを譲渡、転貸、再販売、輸出すること。
③ARKへの文書による事前の承諾なしに、本ソフトウェアの二次著作物を創作、譲渡、販売、転貸すること。
④ARKへの事前の承諾なしに、本ソフトウェアを引用し書籍を刊行すること。
⑤ネットワークにおいて、本ソフトウェアを私的使用を超える範囲で利用すること。
　　　　　５．その他

①お客様およびARKは、本契約に関連して発生した紛争については、東京地方裁判所を第一審の管轄裁判所とするものとし
ます。

　　著作権

・BOOT革命 /USBの著作権は株式会社アーク情報システムが有しています。
・BOOT革命は株式会社アーク情報システムの登録商標です。
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第 1 章

BOOT 革命 /USB
の使用開始にあたって
（動作環境・インストール・注意事項 / 制限事項）

　ここでは、BOOT 革命 /USB の動作環境、
インストール方法、BOOT 革命 /USB をご利
用いただくにあたってあらかじめお読みいただ
きたい注意事項や制限事項について説明してい
ます。



1 - 2　BOOT 革命 /USB の使用開始にあたって

BOOT 革命 /USB をご利用いただけるシステム環境

コンピューターシステム環境

オペレーティング
システム（OS）

（いずれも日本語版）

Windows 8 32bit 版 /64bit 版

Windows 7 32bit 版 /64bit 版（SP0 〜 SP1）

Windows Vista 32bit 版（SP2 以降）

Windows XP 32bit 版（SP3 以降）

※ Windows Vista/XP の 64bit 版には対応していません。
※サーバー系の OS には対応していません。
※アドミニストレータ権限（管理者権限）が必要です。

コンピューター 上記のオペレーティングシステムが稼働するコンピューター （PC/AT 互換機のみ）

※ Macintosh（Mac）には対応していません。

メモリー

Windows 8/7 64bit 版：2GB 以上
Windows 8/7 32bit 版：1GB 以上
Windows Vista 32bit 版：512MB 以上（1GB 以上推奨）
Windows XP 32bit 版：512MB 以上
※システムドライブを丸ごとコピーする場合は、システムドライブの使用容量１GB に対して

１MB のメモリーが必要です。使用容量が大きい環境では、メモリーが少ないとコピーでき
ない場合があります。

CD/DVD ドライブ CD-ROM が読み込めるドライブ

内蔵　
ハードディスク

200MB 以上の空き容量（本製品のインストール用として）
※システムドライブを丸ごとコピーする場合、一時ファイル作成のため、上記のインストール

容量とは別に 500MB 以上の空き容量が必要。

コピー先
USB デバイス

USB ハードディスク（USB2.0 以上）
USB メモリー（USB2.0 以上）
※ USB メモリーは以下の容量が必要。
　　Windows 8/7 64bit 版：32GB 以上（ファイル選択コピー時：8GB 以上）
　　Windows 8/7 32bit 版：16GB 以上（ファイル選択コピー時：4GB 以上）
　　Windows Vista 32bit 版：32GB 以上（ファイル選択コピー時：8GB 以上）
　　Windows XP 32bit 版：8GB 以上（ファイル選択コピー時：4GB 以上）
※ USB メモリーは高速タイプを推奨。
※上記 USB メモリーの容量は、Windows のみがインストールされた環境で使用することを想

定した容量です。アプリケーションがインストールされている場合、その使用状況によって
は上記容量以上の USB メモリーが必要となる場合があります。

対応
ファイルシステム

FAT32、NTFS（FAT16 は対応していません）
※ダイナミックディスクの環境では使用できません。
※ GPT ディスクには対応していません。

その他
インターネット接続環境
Windows のセットアップ CD（DVD）
※ドライバのダウンロードやエクスターナルインストールで使用します。この機能を使用しな

い場合は不要。

　BOOT 革命 /USB をご利用いただくためには、下に示すコンピューターハードウェアおよびオ
ペレーティングシステムが必要です。



BOOT 革命 /USB をご利用いただけるシステム環境　1 - 3

製品CDからの起動について

起動デバイスの優先順位について

BOOT 革命 /USB の製品 CD は、USB
デバイスから起動するための起動コードが書き
込まれた、起動 CD（ブータブル CD）となっ
ています。

通常のコンピューターは、電源を入れるとハードディスクにインストールされた OS が起動す
るようになっています。しかし、OS を起動することができるデバイスはハードディスクだけではなく、
CD や USB デバイスからも起動は可能です。
最近のコンピューターであれば、ほとんどの機種で CD や USB デバイスの OS も起動することができま
すが、初期状態はハードディスクから起動する設定になっていることが多いため、そのままでは起動でき
ないことがあります。
CD や USB デバイスから起動するためには、起動時にファンクションキーを押してメニューを呼び出し
デバイスの選択をすることや、BIOS と呼ばれる設定画面で設定を変更することが必要です。
多くの機種は、起動時のメーカーロゴが表示されている間に、「F12：Boot Menu」、「F2：起動メニュー」、

「Press<F2>BIOS Setup」というような文字が表示されますので、指定されたキーを押すことで起動
メニューや BIOS に入ることができます。ここで起動するデバイスを選択することで、CD や USB デバ
イスから起動ができるようになります。
起動するデバイスの変更方法はメーカーや機種によって様々であるため、その具体的な方法は弊社ではお
答えすることはできません。コンピューター付属のマニュアルやヘルプを参照するか、ハードウェアメー
カーにお問い合わせください。

●起動メニューがある機種
DELL　Vostro 220s

①メーカーロゴが表示されている間に「F12」キーを押す。
②表示されるリストの中で起動するデバイスを選択する。

東芝　DynaBook SS RX2/T8K N
①メーカーロゴが表示されている間に「F12」キーを押す。
②画面下にアイコンが表示されるので、起動するデバイ

スのアイコンを選択する。

富士通　FMV LIFEBOOK A6290
①メーカーロゴが表示されている間に「Enter」キーを

押す。
②表示されたメニューの中で「起動メニュー」を選択する。
③起動デバイスの中で選択する。

《起動デバイスの設定例》
● BIOS で設定する機種
NEC　VALUESTAR PC-VN550VG6B

①メーカーロゴが表示されている間に
「F2」キーを押す。

②「BOOT」メニューの中で「1st Boot 
Device」を起動するデバイスに設定
する。

SONY　VAIO VGN-Z73FB
①メーカーロゴが表示されている間に
「F2」キーを押す。

②「BOOT」メニューの中で、「Boot 
Priority」 を「Internal Optical 
Disc Drive」が一番上になるように
設定する。

BOOT 革命 /USB は、Symantec 社の「Norton 
GoBack」とは共存できません。
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BOOT 革命 /USB のインストール
　BOOT 革命 /USB、BOOT 革命 /USB Memory の旧バージョンがインストールされている場
合は、アンインストールしてから本製品のインストールをはじめてください。

シリアル番号は、半角英字の大文字と半角数字
で入力してください。

（例）ABCD−E12−FGH345JK67
受け付けられないときは、全角文字や小文字に
なっていないかどうかを確認してください。

　「インストール開始」をクリックします。 　インストール後はコンピューターを再起動し
ます。
　アンインストールは、Windows の「コント
ロール パネル」を開き、「プログラムのアンイ
ンストール」、または「プログラムの追加と削除」
から行ってください。

　シリアル番号を入力します。

クリック

インストール開始 再起動

シリアル番号の入力

1 3

2

Arkランチャーについて

インストール後、デスクトップに「Ark ラ
ンチャー」のアイコンが作成されます。Ark ラ
ンチャーからはBOOT 革命 /USBのメイン画面
や各種ツールを起動することができます。



コンピューター環境などに関する注意・制限事項　1 - 5

コンピューター環境などに関する注意・制限事項

ユーザー権限について
　BOOT 革命 /USB を実行できるユーザー
は「管理者権限」をもったユーザーとなります。
制限付ユーザー権限では実行できません。

安全に利用いただくために
・操作完了や再起動の選択メッセージが表示さ

れたときに、ハードディスクのアクセスラン
プが点滅しているような場合は、点滅が収ま
るまで待ってから操作を行ってください。

・お使いの環境やインストールされているソフ
トウェアによっては、正常に動作しないこと
があります。このような場合は、常駐ソフト
ウェアの停止やアンインストール、周辺機器
の取り外しなどを行うことで、動作するよう
になることがあります。

・起動してからコピー、インストールが終了す
るまでは、USB デバイスを含め、周辺機器
の取り付け・取り外しは行わないでください。

・Symantec 社 の「Norton GoBack」 が イ
ンストールされている環境に、BOOT 革
命 /USB をインストールしないでください。
BOOT 革命 /USB をインストールする前に、

「Norton GoBack」をアンインストールし
てください。

コンピューターのリカバリーや再インストール
を行う場合の注意事項
　「USB 起動コードの書き込み・復元」ツール

（4-2 ページ）で内蔵ハードディスクに USB
起動コードを書き込んでいる場合は、コンピュ
ーターのリカバリーや再インストール前に、必
ず「USB 起動コードの書き込み・復元」ツー
ルで起動コードを復元してから行うようにして
ください。復元せずにリカバリーや再インスト

ールを行うと、USB デバイスから起動するた
めのセレクタ画面が残ったままになってしまう
ことがあります。

USB デバイスの消去（フォーマット）について
　BOOT 革命 /USB は、コピー先の USB デ
バイスに対してパーティションの消去やフォー
マットを行います。コピー先 USB デバイスを
消去（フォーマット）するかどうかのメッセー
ジで「はい」を選択すると、中にあるデータは
すべて消去され、元の状態に戻すことはできま
せん。
　操作を行う前にドライブ、パーティション
を確認し、必要なデータはあらかじめ CD/
DVD-R や別の USB ハードディスク（USB メ
モリー）などにバックアップをとってください。
　USB デバイスが複数接続されている場合は、
コピー先を間違えないように、コピー先として
使用する USB デバイス以外は、接続を外すか、
電源を切るようにしてください。

対応ファイルシステムについて
・対応ファイルシステムは NTFS と FAT32

です。FAT16 では使用できません。
・ダイナミックディスクの環境では使用できま

せん。ベーシックディスクの環境で使用して
ください。

・GPT ディスクには対応していません。

FD ドライブが増える現象について
　BOOT 革命 /USB の製品 CD をドライブに挿
入したままコンピューターを起動すると、FD
ドライブが増える現象が発生します。これは、
BOOT 革命 /USB の製品 CD がブータブル
CD となっているために発生するもので、実際
には存在しないデバイスになります。表示さ
せないようにするには、ドライブから製品 CD

OS や他のソフトウェアに関連して



1 - 6　BOOT 革命 /USB の使用開始にあたって

　システムドライブのコピー、またはエクスタ
ーナルインストールを行ったコンピューターと
は別のコンピューターに USB デバイスを接続
して起動する場合は、次のような注意・制限事
項があります。
・コピー（インストール）を行う前に、ドライ

バデータベースファイルを作成してください
（3-5 ページ）。

・起動するコンピューターでライセンスの再認
証が必要です。ライセンス認証については、
マイクロソフトまたはコンピューターのメー
カーにお問い合わせください。コンピュータ
ーメーカーによっては、プリインストールさ
れている Windows を他のコンピューターで
使用する権利がない場合がありますので、ラ
イセンス規約に違反することがないよう十分
に注意してください。

・別のコンピューターで起動した際に、そのコ
ンピューター用の、LAN、サウンド、ビデ
オドライバなどのインストールが必要となる
場合があります。

・必ずしも別のコンピューターでコピーした
OS が正常に起動できるとは限りません。す
べての環境における動作保証はできませんの
でご了承ください。

を抜いてコンピューターを起動してください。

その他の注意・制限事項
　BOOT 革命 /USB は、BootCamp やその
他 OS エミュレーション下での動作を特に制
限していませんが、お使いの環境によっては正
常に動作しない場合があります。

・Windows XP で BOOT 革命 /USB がインス
トールされている環境に HD 革命 /BackUp 
Ver.5 または Ver.6 をインストールしたい
場合、HD 革命 /BackUp をインストールし
た後に BOOT 革命 /USB の製品 CD を開
き、「Support」フォルダーに収録されている、
HD 革命 /BackUp アップデータを実行して
ください（弊社 Web サイトからもダウンロ
ードできます）。

・BOOT 革命 /DISK Mirror Ver.1、HD 革命
/DISK Mirror Ver.2 〜 Ver.3 との同時使用
はできません。

・HD 革 命 /WinProtector で の 保 護 中 は、
BOOT 革命 /USB でコピーができません。

・BOOT 革命 /USB で内蔵ハードディスクに
起動コードを書き込んでいる場合、HD 革命
/BackUp の「HDZ マネージャー」で「イメ
ージファイルブートの設定／中止（HDZ フ
ァイル起動の設定／中止）」、「ブートリカバ
リーの設定／中止」を選択しないでください。

・BOOT 革命 /USB Memory の起動コードを
内蔵ハードディスクに書き込んでいる、また
は HD 革命 /BackUp の「HDZ マネージャ
ー」で「イメージファイルブートの設定（HDZ
ファイル起動の設定）」、「ブートリカバリー
の設定」を行っている場合は、BOOT 革命 /
USB の起動コードをハードディスクに書き
込むことはできません。

革命シリーズとの共存について

別のコンピューターでの起動
（どこでも起動）について

USBメモリーとは

フラッシュメモリーを使用したデー
タ記録用の補助記憶装置です。BOOT 革命 /
USBでは、USBコネクタと記憶媒体のフラッ
シュメモリーが一体になっている一般的な形
状の USB メモリーの使用を想定していますが、
カードリーダーを使用することで SD メディア
カードやコンパクトフラッシュ、メモリーステ
ィックなどのメディアも使用することができま
す。
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各操作時の注意・制限事項

各操作に共通する注意
・USB2.0、3.0 の拡張カードに接続されてい

る USB デバイスにもコピー、インストール
できますが、拡張カードに接続された状態で
は USB デバイスからの起動ができないこと
があります。

・USB ハブ（HUB）を使用する場合、USB
デバイスをハブに接続してからコピー、イン
ストールを行うようにしてください。ただし、
USB ハブに接続された状態では USB デバ
イスから起動できないことがあります。

・USB デバイスを高速化するようなユーティ
リティ（バッファローの TurboUSB など） 
を使用している場合は、USB デバイスから
の起動ができない場合があります。高速化ユ
ーティリティをアンインストールしてからご
使用ください。

コピー先が USB ハードディスクの場合の注意
・OS の制限により、サイズが 2TB 以上のパ

ーティションからの OS の起動はできませ
ん。コピー元のシステムドライブ、エクスタ
ーナルインストールを行うパーティションの
サイズは 2TB 以下にしてください。

・USB ハードディスクがセキュリティソフトや
ロックツール（アイ・オー・データの iSPIS
やバッファローの Secure Lock+Guard な
ど）で保護されている場合、USB ハードデ
ィスクがコピー先として表示されません。そ
のような場合は保護の解除・停止を行ってか
らコピーを行ってください。

コピー先が USB メモリーの場合の注意
・USB メモリーにパスワードによる保護機能

や暗号化機能などのセキュリティ機能が搭載

されていると、USB メモリーから起動がで
きない場合があります。

・SDHC などのメモリーカードをカードリー
ダーに入れて使用する場合は、マルチカード
リーダーでは起動できません。シングルカー
ドリーダーで使用してください。

ハードウェア環境に関する注意
・マルチブート環境でもシステムドライブのコ

ピーはできますが、パーティションの構成に
よっては正常に起動できない場合があります。

・SATA や RAID の拡張カードに接続された
内蔵ハードディスクでもコピーはできますが、
このようなカードが接続されている状態では、
コンベンショナルメモリーが不足し USB デ
バイスからの起動ができない場合があります。

・コピー先がUSBハードディスクの場合、USB
ハードディスク全体のサイズがシステムドラ
イブより小さいときは、ドライブサイズを縮
小してコピーを行います。この場合、システ
ムドライブの使用領域より大きなサイズの
USB ハードディスクを用意してください。

 
・コピー先が USB メモリーの場合、システム

ドライブの使用容量がコピー先となる USB 
メモリーのサイズより大きいときはコピーが
できません。コピーを行うには、システムド

全般的な注意・制限

起動用デバイスの作成における注意・制限

使用容量
50GB

50GB以上のサイズが必要

空き容量
20GB

コピーするシステムドライブ

USBハードディスクのサイズ

コピーするドライブとUSBハードディスクの例
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ライブの使用容量より大きいサイズの USB 
メモリーを用意してください。

 

システムドライブを丸ごとコピー時の注意事項
・Windows 8/7 でシステムドライブのコピー

を行う場合は、「システムで予約済み」領域
も同時にコピーします。ただし、USB メモ
リーがコピー先の場合は、システムドライブ
のみコピーされます。

・コピー中の変更を記録する一時ファイル作
成のために、コピー元ハードディスクに
500MB の空き領域が必要です。空き領域が
足りない場合、システムドライブのコピーを
行うことはできません。

・システムドライブのコピーを行うためには、
コピー元システムドライブの使用領域 1GB
に対して 1MB のメモリーが必要です。メモ
リーが不足している場合、コピーを行うこと
はできません。

・コピーを開始した時点のドライブの内容がコ
ピーされます。コピー中に作成したファイル・
フォルダーや変更されたファイル・フォルダ
ーはコピーされません。

・コピー中に一時ファイルの容量が限界値に達
するとコピーを継続することができなくなり
ます。コピー中は、システムに大きな負荷を
かけるようなアプリケーションを動作させな
いでください。

・システムドライブのコピー中にエラーが発生
した場合、「セクタの読み込みに失敗しまし
た」や「書き込みエラーが発生しました」な
どのエラーメッセージが表示されます。表示

されたメッセージの中で「はい」をクリック
すると、エラーを無視してコピーを続行する
ことができます。この場合は、エラーが発生
した個所のデータはコピーされない（コピー
先 USB ハードディスクのデータが正しいか
どうかは保証されない）ので、USB ハード
ディスクから Windows を起動したときに動
作に支障が出る場合があります。

システムドライブのサイズをコピー先に合わせ
る場合の制限事項
・コピー先が USB メモリーの場合、サイズを

コピー先に合わせるオプションは選択できま
せん。自動的に USB メモリーの最大サイズ
まで拡大されます。

・コピー先のサイズがシステムドライブのサイ
ズ以下の場合、サイズをコピー先に合わせる
オプションは選択できません。

・コピー元のファイルシステムが FAT32 の場
合は、クラスタサイズの限界値を超えて拡
大すると、コピー先のパーティションが正し
く認識できなくなります。この場合は、コピ
ー元のファイルシステムを NTFS にするか、
コピー元と同じサイズにしてコピーしてくだ
さい。なお、拡大できる上限値は以下の表の
サイズとなります。

「NTFS の暗号化を行う」オプションについて
　「コピー設定の確認」画面（2-4 ページ） で

「NTFS の暗号化を行う」のオプションを選択
すると、USB デバイスへコピーしたシステム

使用容量
20GB

32GB

空き容量
10GB

コピーするシステムドライブ

USBメモリーのサイズ

コピーするドライブとUSBメモリーの例

パーティションの
サイズ

標準
クラスターサイズ

拡大できる
上限値

32MB ～ 64MB 512byte 64GB
64MB ～ 128MB 1kB 128GB
128MB ～ 256MB 2kB 256GB
256MB ～ 8GB 4kB 512GB
8GB ～ 16GB 8kB 1TB
16GB ～ 32GB 16kB 2TB

※ 1KB（キロバイト）＝ 1024byte（バイト）

FAT32の場合のサイズと上限値
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ドライブに対して、NTFS の暗号化を行います。
暗号化されたファイル・フォルダーは、システ
ムドライブのコピーを行ったユーザー以外では
アクセスできなくなります。
　このオプションは、Windows XP Home 
Edition、Windows Vista Home Basic/
Home Premium、Windows 7 Starter/
Home Basic/Home Premium、Windows 8 
では使用できません。
　 ま た、 以 下 の フ ァ イ ル・ フ ォ ル ダ ー は、
NTFS の暗号化が行われません。
・Windows の起動に必要なファイル、フォル

ダー
・「Program Files」フォルダー
・Windows のシステムフォルダー
・現在ログオンしている（システムドライブの

コピーを行った）ユーザー以外の「マイドキ
ュメント」

・ファイル・フォルダーの属性において、「内
容を暗号化してデータをセキュリティで保護
する」が選択不可になっているもの

※ファイル・フォルダーの属性は、エクスプロ
ーラなどでファイル・フォルダーを右クリッ
クして「プロパティ」を表示し、「詳細設定」
をクリックすることで確認できます。

ファイルリスト作成時の注意
・コピー元の内蔵ハードディスクで NTFS の

暗号化を行っているファイルは、BOOT 革
命 /USB で USB デバイスにコピーしても
使用することができません。

・USB メモリーがコピー先の場合、ファイル
リストの作成時に実行するアプリケーション
によっては必要なファイルサイズが大きくな
り、USB メモリーに収まらなくなってしま
うことがあります。この場合は、より大きな
サイズの USB メモリーを使用するか、「起
動用ファイルリスト作成ツール」で再編集を
行ってください。

ファイルを選択してコピー時の注意事項
・コピー元のシステムドライブで NTFS の暗

号化を行っているファイルは、コピー先の
USB デバイスで使用できません。

・ファイルを選択してコピーした場合は、シス
テムドライブのファイルシステムが FAT32
であっても、USB デバイスのファイルシス
テムは NTFS となります。

ファイルコピー中のエラーメッセージについて
　「起動用ファイルリスト作成ツール」で作成
したファイルリストに記録されているファイル
が、コピー時に存在しない（削除された）場合
は次のようなメッセージが表示されます。ここ
で、コピーできなかったファイルに対しての操
作を選択します。通常は「無視」を選択してコ
ピーを続行してください。

エクスターナルインストールのライセンスにつ
いて
・ エ ク ス タ ー ナ ル イ ン ス ト ー ル を 行 う

Windows は、Microsoft 社のライセンスに
従って使用してください。

・他社製ソフトウェアをご利用になる場合は、
複数の Windows にインストールして使用で
きないライセンスとなっている場合がありま
す。許可されたライセンス数を超えないよう
にしてください。

・インストール後にライセンス認証が必要です。
ライセンス認証については、マイクロソフト
またはコンピューターのメーカーにお問い合
わせください。

・コンピューターに付属しているリカバリーデ
ィスクは使用できません。
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エクスターナルインストールの注意・制限事項
・内蔵ハードディスクの Windows が起動して

いない状態で、エクスターナルインストール
を行うことはできません。

・現在インストールされている Windows とは
異なるバージョン、または異なるエディショ
ンを USB デバイスにインストールする場合、
USB デバイスから起動できないことがあり
ます（例：内蔵ハードディスクに Windows 
7 がインストールされている環境で、USB
デバイスに Windows XP をインストールす
る場合など）。

・USB ハードディスクにエクスターナルイン
ストールを行う場合、空の USB ハードディ
スクにはインストールできません。自動的に
パーティションを作成する機能はありません
ので、インストール前にパーティションを作
成しておいてください。

・コピー先として選択できるのは、「プライマ
リ パーティション（基本パーティション）」
です。論理ドライブにはインストールできま
せん。

・インストール先として選択したパーティショ
ンはフォーマットされ、データが消去されま
す。このとき、ファイルシステムは NTFS 
となります。

エクスターナルインストールで必要なサイズに
ついて
　エクスターナルインストールで USB デバイ
スに Windows XP をインストールするには
4GB 以 上、Windows 8/7/Vista 32bit 版 を
インストールするには 16GB 以上、Windows 
8/7 64bit 版をインストールするには 32GB
以上の容量が必要です。
　コピー先が USB ハードディスクの場合は、
上記容量のパーティションを用意してください。
また、コピー先が USB デバイスの場合は、上
記容量以上のサイズの USB メモリーを用意し
てください。

ディスクID変更時のエラーについて

BOOT 革命 /USB ではシステムド
ライブのコピーを行った後、USB デバイスの
ディスク ID を書き換えます。しかし、お使い
の環境によっては、コピー終了時にこの書き換
えができないことがあります。
書き換えができない場合、次回のコンピュータ
ー起動時にこの書き換えを行いますが、このと
きに次のメッセージが表示される場合がありま
す。

書き換えを行わない場合、USB ハードディス
クから正しく起動しませんので、「はい」をク
リックして処理を行ってください。

USB3.0 デバイスを使用する場合の注意事項
・Windows 7/Vista で USB3.0 デバイスに「シ

ステムドライブを丸ごとコピー」または「フ
ァイルを選択してコピー」を選択してコピー
する場合、コピーを行う前に内蔵ハードディ
スクから起動している Windows に USB3.0
のドライバをインストールしてください。

・「エクスターナルインストール」で USB3.0
デ バ イ ス に イ ン ス ト ー ル を 行 う 場 合、
USB2.0 のポートに接続した状態でインス
トールを行ってください。USB2.0 のポー
トに接続した USB デバイスからインストー
ルした Windows が正常に起動できることを
確認し、USB3.0 のドライバをインストー
ルしてください。USB3.0 のドライバをイ
ンストールした後であれば、USB3.0 のポ
ートに接続して起動することができるように
なります。なお、Windows 8 は OS 自体が
USB3.0 をサポートしているため、USB3.0
のポートに接続した状態でコピー（インスト
ール）、起動が可能です。
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USB デバイスから起動時の注意・制限事項

　システムドライブのコピー終了後、USB
デバイスから Windows を起動するためには、
USB 起動用の起動コード（以下、「起動コード」
といいます）が必要です。
　この起動コードがコンピューターの起動時に
読み込まれると、USB デバイスから起動する
かどうかのセレクタ画面（選択メッセージ）が
表示され、何かキーを押すことで USB デバイ
スからの起動が行われます。起動コードは以下
のいずれかの方法によって読み込みを行います。
①「製品 CD」から起動する
　BOOT 革命 /USB の製品 CD には起動コー
ドが書き込まれていますので、製品 CD でコ
ンピューターを起動します。
②内蔵ハードディスクに起動コードを書き込む
　「USB 起動コードの書き込み・復元」ツー
ル（4-2 ページ）で内蔵ハードディスクに起動
コードを書き込み、コンピューターを起動しま
す。
※ハードディスクのマスターブートレコード
（MBR）を書き換えるようなソフトウェア（マ
ルチブートユーティリティなど）を使用して
いる場合は、ハードディスクに起動コードを
書き込まないようにしてください。そのよう
なソフトウェアを使用している場合は「製品
CD」を使用してください。

※ハードディスクに書き込んだ起動コードを元
に戻すには、「USB 起動コードの書き込み・
復元」ツール（4-2 ページ）で復元を行って
ください。

※コンピューターのリカバリーや再インストー
ルは、必ず「USB 起動コードの書き込み・
復元ツール」で起動コードを復元してから行
うようにしてください。

　USB デバイスからの起動が可能な BIOS の
場合、上記の方法で起動コードを読み込まなく
ても、起動デバイスの順番を変更することで
USB デバイスから起動できます。
　BIOS の設定で、USB デバイスの起動順番
を一番先頭にしてください。この場合は「製品
CD」や内蔵ハードディスクへの起動コードの
書き込みは必要ありません。
※ BIOS の設定方法や USB ハードディスクか

ら起動可能かどうかは、お使いのコンピュー
ターにより異なりますので、コンピューター
の説明書などをご覧ください。

・Windows 起動後に（デスクトップが表示
されてから）USB ハードディスクを接続
しないと認識できないような環境の場合は、
USB デバイスから起動することができませ
ん。

・USB デバイスを接続した状態でコンピュー
ターを起動すると、起動途中で止まってしま
うような環境では、USB デバイスから起動
することはできません。

・USB デバイスから起動したときに、起動し
ている USB デバイスの取り外しは行わない
でください。

・システムドライブのコピーを行った USB
ポートと、起動する USB ポートが異なる
と、USB デバイスからの起動ができないこ
とがあります。USB デバイスから起動する
場合は、システムドライブのコピーを行った

USB 起動コードについて USB デバイスからの起動が可能な BIOS

USBデバイスとコンピューターの相性問題

USBデバイスからの起動時の注意・制限
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USB ポートに接続して使用してください。
・USB デバイスから起動を行うと、USB デ

バイスにコピーしたシステムドライブが C
ドライブとなり、元のシステムドライブのド
ライブ文字は別のドライブ文字に割り当てら
れています。ハードディスクへの操作を行う
場合は、ドライブ文字をよく確認してから行
うようにしてください。

・内蔵ハードディスクを取り外すと USB デバ
イスから起動できない環境があります。この
場合は、内蔵ハードディスクは接続したまま
で USB デバイスから起動するようにしてく
ださい。

・お使いのコンピューターによっては、USB
デバイスから起動したときに、休止状態、ス
タンバイ、サスペンドなどの省電力機能が正
しく動作しない場合があります。正しく動作
しない場合、USB デバイスからの起動時は
設定を解除または無効にしてください。

・USB デバイスにコピーまたはインストール
した OS のアップグレード ( 例：Windows 
XP から Windows　7 へのアップグレード )
を行うと、USB デバイスの OS が起動でき
なくなりますので、アップグレードは行わな
いようにしてください。

・USB デバイスで起動中は、USB デバイス
からシステムファイルが読み込まれるために、
内蔵ハードディスクから起動するより動作が
遅くなります。特に、USB メモリーはハー
ドディスクに比べて速度がかなり遅くなりま
す。

・USB デバイスで起動した場合、アプリケー
ションによっては、すべての機能が使用でき
ない、または正しく動作しないことがありま
す。

　お使いのコンピューターによっては、USB
デバイスから Windows を起動したときに「ペ

ージング ファイル」が設定できずに、「仮想メ
モリが限界です」というメッセージが表示され
ることがあります。
　「OK」 を ク リ ッ ク し て ロ グ オ ン す れ ば、
USB デバイスから起動している Windows の
操作は可能です。ただし、「ページング ファイ
ル」を使用していないので、パフォーマンスが
低下します。
　また、ログオン画面（「ようこそ」と表示さ
れている画面）で「個人設定を読み込んでい
ます」と表示されたままになる場合は、「Ctrl」
+「Alt」+「Delete（Del）キーを押すことで
ログオンできます。
　この現象は内蔵ハードディスクが取り外され
ている場合や、内蔵ハードディスクに「FAT」
または「NTFS」のパーティションが存在しな
い場合に発生することがありますので、「FAT」
または「NTFS」のパーティションが存在する
内蔵ハードディスクを接続することで現象が改
善される場合があります。

・内蔵ハードディスクへの復元時は、復元（コ
ピー）先となるハードディスクのデータは消
去されます。操作を行う前にドライブ、パー
ティションを確認し、必要なデータはあらか
じめ CD/DVD-R や別の USB ハードディス
ク（USB メモリー）などにバックアップを
とってください。

・コンピューターによっては、復元（コピー）
を行うと、リカバリーデータが保存されてい
るパーティションまで消去されてしまいます
ので、復元（コピー）には注意してください。
ハードディスクリカバリーを行うコンピュー
ターをご使用の場合は、あらかじめリカバリ
ーディスクを用意していただくことをおすす
めします。

・復元（コピー）元となる USB デバイスが

「ページングファイル」について

内蔵ハードディスクへの復元（コピー）
についての注意・制限事項



USB デバイスから起動時の注意・制限事項　1 - 13

USB メモリーの場合は、システムドライブ
のみ復元（コピー）されるため、元の環境で
先頭に「システムで予約済み」領域が存在し
ていたとしても、コピー後はシステムドライ
ブが先頭のパーティションとなります。

・USB デバイスから復元（コピー）を行うと、
BOOT 革命 /USB で設定した壁紙に変更さ
れます。元のデスクトップで使用していた壁
紙には自動的に戻りません。

・USB3.0 のポートに複数の USB3.0 デバイ
スが接続されていると、USB3.0 ハードディ
スクから起動できません。起動する USB3.0
デバイス以外は接続を外してください。

・Windows 7/Vista は、OS が USB3.0 をサ
ポートしていません。そのため、起動中に
USB3.0 のドライバが読み込まれるまでは、
USB3.0 デバイスが認識できない状態とな
ります。

　USB3.0 接続のデバイスから起動している
状態で、Windows がブルースクリーンにな
るなど「システムの修復」が行われるよう
な状態となった場合は、Windows のシステ
ム修復が行われます。このシステム修復は
Windows PE で行われますが、Windows 
7/Vista の Windows PE は USB3.0 のドラ
イバが含まれておらず、USB3.0 のデバイ
スが認識されません。このとき、システムの
修復は内蔵ハードディスクに対して行われて
しまい、内蔵ハードディスクから Windows
が起動できなくなることがあります。このよ
うな場合は、Windows 7/Vista のインスト
ールディスク、または、Windows 上で作成
する「システム修復ディスク」でコンピュー
ターを起動し、コマンドプロンプトで BCD
の再構築（bootrec /rebuildbcd）を行う
必要があります。

未割り当て領域へのコピーについて

コピー先がハードディスクの場合、ディ
スクの先頭にシステムドライブをコピーできる
十分なサイズの「未割り当て」領域があると、
コピー先デバイス全体を消去せずに「未割り当
て」領域にコピーすることができます。この方
法は、USB デバイスから起動して復元（コピー）
を行う場合でも可能です。
コピー先の先頭にリカバリー領域が存在する
場合などは、その後ろのシステムドライブが「未
割り当て」領域であったとしても、ハードディ
スク全体を消去してコピーが行われます。
なお、コピー元とコピー先でハードディスクの
ヘッド数が異なる場合は、「未割り当て」領域
にコピーを行うか、ディスク全体を消去してか
らコピーを行うかを選択するメッセージが表示
されます。
下の例では、ディスク 0 のシステムドライブ（C
ドライブ）より大きな「未割り当て」領域がディ
スク 1 の先頭にあるので、H ドライブを削除
せずにコピーすることができます。

「未割り当て」領域を作成してコピーする方法
は、5-2 ページをご覧ください。

USB3.0 デバイスで起動する場合の
注意事項

　なお、Windows 8 は OS 自体が USB3.0 を
サポートしているため、この問題は発生しま
せん。



第 2 章

起動デバイスの作成

この章では、BOOT 革命 /USB を使用してシ
ステム関連ファイルを USB デバイスにコピー
し、起動デバイスとする手順について説明して
います。



2 - 2　起動デバイスの作成

　BOOT 革命 /USB では、USB デバイスから Windows を起動するために、システム関連のファ
イルを USB デバイスにコピーします。コピー方式はいくつか用意されていますが、それぞれに長
所、短所が存在します。
　ここでは、それぞれのコピー方式について説明します。

丸ごとコピー

ファイルリストを使用してコピー

エクスターナルインストール
※ Basic 版では使用できません。

BOOT 革命 /USB のコピー方式について

　現在起動しているシステムドライブの内容を、
丸ごと USB デバイスにコピーする方式です。
この方式では、インストールされているアプ
リケーションもそのままコピーされるため、
USB ハードディスクから起動しても、内蔵ハ
ードディスクと同じ環境で Windows の操作を
行うことができます。
　ただし、システムドライブをすべてコピーす
るため、書き込み速度が USB ハードディスク
に比べて遅い USB メモリーがコピー先の場合
は、システムドライブの使用領域が大きいほど
作成に時間がかかることになります。

　Windows の起動に必要なファイルリストを
元に、USB デバイスにファイル単位でコピー
する方式です。
　ファイルリストを使用することでコピーする
ファイルが少なくなり、丸ごとコピーする方式
よりも短時間で作成が可能です。また、容量の
小さな USB メモリーにもコピーできるように
なります。
　この方式で Windows の起動のみを行う USB
デバイスを作成しておくことで、Windows が
起動しなくなった場合に、必要なデータのみを
取り出すような用途として使用できます。
　ただし、すべてのファイルがコピーされてい
ませんので、インストールされているアプリ
ケーションが動作しない場合があります。
　また、ファイルリストを使用せずに不要な

　市販されている Windows 8/7/Vista/XP の
インストールディスクから USB デバイスに一
度ファイルをコピーし、そこから Windows の
セットアップ（インストール）を行う方式です。
この方式は、Windows の新規インストールを
行っていますので、USB デバイスはクリーン
な環境となり、内蔵の Windows 環境とは別の
Windows 環境を構築することができます。
　ただし、エクスターナルインストールを行う
には、市販の Windows インストールディスク
が必要なため、お持ちでない場合はこの機能は
使用できません。また、コンピューター付属の
リカバリーディスクではエクスターナルインス
トールを行うことはできません。

ファイルリストとは

ファイルリストとは、Windows の
起動時に読み込まれたファイルを分析し、必要
な最低限のファイルをリストアップしたもので
す。ファイルリストを使用することで、USB
デバイスにコピーするファイルを少なくするこ
とができます。

ファイルを選択除外してコピーすることもでき
ますが、ファイル単位でのコピーを行っていま
すので、ファイル数によっては丸ごとコピーす
るよりも時間がかかってしまうことがあります。



システムドライブを丸ごとコピー　2 - 3

システムドライブを丸ごとコピー

　Ark ランチャーで「起動用デバイスの作成」→
「システムドライブを丸ごとコピー」を選択します。

　コピーする USB デバイスを選択します。

　BOOT 革命 /USB を使用し、システムドライブを USB デバイスにコピーする手順を説明します。

BOOT 革命 /USB の起動 コピー先 USB デバイスの選択1 2

別のコンピューターでUSBデバイ
スを使用する

システムドライブのコピーを行ったコンピュー
ターとは別のコンピューターで使用する場合は、
コピーを始める前にハードウェアのデータベー
スファイルを作成する必要があります。3-5
ページの操作でデータベースファイルを作成し
た後にシステムドライブのコピーを行ってくだ
さい。

❷コピー先 USB デバイスを選択

❶クリック

❸クリック

USB メモリーをコピー先にする場合、使用容
量が USB メモリーのサイズより大きいとコピ
ーできません。
ファイルリストの作成（2-6 ページ）を行うと
容量を減らすことができるため、コピーできる
可能性があります。



2 - 4　起動デバイスの作成

セレクタ画面に表示する
名前を設定します。半角
英数で16文字まで。

USBデバイスから起動する
ためのパスワードを設定しま
す（空でも可）。半角英数で
8文字まで。

USBデバイスの壁紙
を変更できます。

　USB デバイスから起動するためのパスワー
ドと暗号化の設定を行います。

　システムドライブのコピーが開始します。

コピー設定の確認 コピーの開始3 4

USB デバイスの暗号
化を行います。

コピー先領域のサイズに合
わせて拡大コピーされます。
コピー先が USB メモリー
の場合は選択できません。

❹クリック

NTFS の暗号化を行うと、コピーをしたユー
ザー以外は USB デバイス上のファイル、フォ
ルダーにアクセスできなくなります。
暗号化はコピー元内蔵ハードディスクのファイ
ルシステムが NTFS のドライブのみで使用可
能です。
Windows XP Home Edition、Windows 
V is ta Home Bas ic/Home Premium、
Windows 7 Starter/Home Basic/Home 
Premium、Windows 8 ではこの機能は使用
できません。

❺クリック

Point
コピー先の USB デバイスが空でない場合、消去

（フォーマット）してからコピーが行われます。

コピー先 USB デバイスの内容を消去
（フォーマット）すると元に戻すことは
できません。選択した USB デバイスに
間違いがないかよく確認してください。

コピー先を消去してもよい場合
「はい」をクリック



システムドライブを丸ごとコピー　2 - 5

　コピー中は進行状況が表示されます。 　コピーが終了すると次の画面が表示されます。

コピーの実行 コピーの終了5 6

「キャンセル」をクリックするとコピーを中断
できますが、コピー先 USB デバイスを元の状
態に戻すことはできません。

❻クリック

コピーしたシステムドライブのアイ
コン

BOOT 革命 /USB でシステムドライブのコ
ピーを行うと、「コンピューター（マイコンピュー
ター）」画面でコピー先 USB デバイスのアイコ
ンが変更されます。アイコンが変更されている
ドライブが、コピーしたシステムドライブなの
で、簡単に識別できるようになっています。
なお、Windows 8/7 では「システムで予約済
み」領域も「コンピューター（マイコンピュー
ター）」画面に表示されますが、Windows の
起動に必要なドライブとなりますので、削除し
ないようにしてください。

コピー後に表示されるメッセージに
ついて

システムドライブのコピー終了後は USB デ
バイスに新しいドライブが作成されるため、
Windows が次のメッセージを表示することがあ
ります。このメッセージに対しては、「スキャン
しないで続行します」をクリックしてください。

　コピー後はコンピューターを再起動します。

コンピューターの再起動7

❼クリック

クリック



2 - 6　起動デバイスの作成

ファイルリストの作成

　Ark ランチャーで「起動用デバイスの作成」
→「ファイルを選択してコピー」を選択します。

　「ファイルリストを新規作成」をクリックし
ます。

　コンピューターを再起動する必要があります。

　Windows の起動に必要なファイルを分析しリストを作成します。あらかじめファイルリストを
作成することで、実際に使用しているファイルの容量よりも必要なファイル容量が少なくなり、容
量の少ない USB デバイスにコピーすることができるようになります。

BOOT 革命 /USB の起動 ファイルリスト新規作成

コンピューターの再起動

1 2

3

❶クリック

システムドライブのコピーを行ったコンピュー
ターとは別のコンピューターで使用する場合は、
コピーを始める前にハードウェアのデータベー
スファイルを作成する必要があります。3-5 ペー
ジの操作でデータベースファイルを作成した後
にシステムドライブのコピーを行ってください。

別のコンピューターでUSBデバ
イスを使用する

❷クリック

❸クリック



ファイルリストの作成　2 - 7

　Windows が起動した後で3と同じ画面が
表示されます。
　ここで「開始」をクリックします。

ファイルリスト作成の開始4

　再起動後に取得した情報を元に、システムの
分析が始まります。以降の操作には時間がかか
りますので、他のアプリケーションを起動せず
にそのまましばらくお待ちください。

　ハードディスクのアクセスランプの点滅が収
まってから「はい」をクリックします。

　再起動のため、「はい」をクリックします。

❹クリック

初期化中の画面が表示されている間にスタート
メニューや「ディスクの管理」画面などが開き
ますが、自動的に閉じますので、そのままにし
ておいてください。

　リストしたファイルのチェックが行われます。

❺クリック

❻クリック



2 - 8　起動デバイスの作成

　リストされたファイルは、チェックボックス
にチェックが入った状態で表示されます。
　ここでチェックされているファイルが USB
デバイスにコピーされます。

　以上でファイルリストの作成は完成となりま
す。
　続けて、このファイルリストを元にシステム
ドライブのコピーを行うことができます。

　同じタイトル名のファイルリストがあった場
合、上書きの確認メッセージが表示されます。

❼クリック

作成したファイルリストを元に、すぐにシ
ステムドライブのコピーが始まります。
2-9 ページ、2 以降を参照してください。

システムドライブのコピー
は行わず、終了します。

❽上書きする場合はクリック

ファイルリストの確認

ファイルリスト作成の終了

5

6

この画面では、チェックボックスのオン、オフ
を行うことで、ファイルの追加、削除を行うこ
とができます。起動に必要なファイルを削除す
ると ､USB デバイスから起動ができなくなり
ますので注意してください。
なお、ファイルリストを利用してコピーを行
うと、別のコンピューターで USB デバイス
から起動した時にファイルが不足して OS が
起 動できない場合があります。この場合は

「Windows」フォルダー、または「System32」
フォルダーの中のファイルを全て選択すること
で起動ができるようになる場合があります。

ファイルリストのタイト
ル名を変更することが
できます。



ファイルを選択してコピー（ファイルリストを使用する）　2 - 9

BOOT 革命 /USB の起動 ファイルのチェック

コピーするファイルの選択

ファイルリストの選択

1 3

4

2

　Ark ランチャーで「起動用デバイスの作成」
→「ファイルを選択してコピー」を選択します。

　ファイルのチェックが行われますので、しば
らくお待ちください。

　ファイルリスト作成時に選択したファイルに
チェックが入っています。
　ブランクのチェックボックスにチェックして、
ファイルを追加することができます。
　ここでチェックされているファイルが USB
デバイスにコピーされます。

　チェックボックスにチェックを入れて「参
照」をクリックし、作成済みのファイルリスト

（BFL ファイル）を選択します。

❹クリック

❸クリック❷チェックを入れる

❶クリック

ファイルを選択してコピー（ファイルリストを使用する）
　あらかじめ作成したファイルリストを使用して、システムドライブをコピーする手順です。

赤 で 表 示 さ れ て い る チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス は、
Windows の起動に必要なファイルのため、チ
ェックをはずすことはできません。

選択（チェック）したファイルのサ
イズが USB デバイスのサイズより
大きい場合、コピーできません。

❺クリック



2 - 10　起動デバイスの作成

　「開始」をクリックします。

　USB デバイスから起動するためのパスワー
ドの設定を行います。

❼クリック

コピーの開始

コピー設定の確認

6

5

コピーが始まると元に戻すことはできませんの
で、USB デバイスを間違って選択していない
か、必要なデータが残っていないかを確認して
ください。

❽クリック

❽クリック

セレクタ画面に表示する
名前を設定します。半角
英数で16文字まで。

USBデバイスから起動する
ためのパスワードを設定しま
す（空でも可）。半角英数で
8文字まで。

USBデバイスの壁紙を
変更できます。

USBハードディスクの場合

USBメモリーの場合

❻クリック

　コピー前に USB デバイスの内容はすべて消
去されます。
　USB メモリーの場合はフォーマットされ、
その後にコピーが始まります。

コピーの実行7
　コピー中は進行状況が表示されます。

コピー先領域のサイズに合
わせて拡大コピーされます。
コピー先が USB メモリー
の場合は選択できません。



ファイルを選択してコピー（ファイルリストを使用する）　2 - 11

　「完了」をクリックするとシステムドライブ
のコピーを終了します。

　以上の操作で起動用 USB デバイスが作成さ
れました。
　USB デバイスから起動する操作方法は、
3-2 ページを参照してください。

　途中で次のメッセージが表示される場合があ
ります。通常は「無視」を選択して先に進んで
ください。

❾クリック

コピーの完了8

コピー中は、他のアプリケーションの起動や操
作をなるべく行わないようにしてください。フ
ァイルが正しくコピーされない場合があります。

コピー後に表示されるメッセージに
ついて

システムドライブのコピー終了後は USB デ
バイスに新しいドライブが作成されるため、
Windows が次のメッセージを表示することがあ
ります。このメッセージに対しては、「キャンセ
ル」をクリックしてください。

クリック



2 - 12　起動デバイスの作成

　Ark ランチャーで「起動用デバイスの作成」
→「ファイルを選択してコピー」を選択します。

　ファイルのチェックが行われますので、しば
らくお待ちください。

　チェックボックスにチェックがあるときは外
し、「次へ」をクリックします。

　すべてのチェックボックスにチェックが入っ
ています。必要に応じてファイルの総サイズを
確認しながらチェックを外し、選択を解除して
ください。
　ここでチェックされているファイルが USB
デバイスにコピーされます。

❷チェックを外す

　ファイルリストを使用せずにシステムドライブをコピーする手順です。

❶クリック

❹必要に応じてチェックを外す

❺クリック

❸クリック

ファイルを選択してコピー（ファイルリストを使用しない）

BOOT 革命 /USB の起動 ファイルのチェック

コピーするファイルの選択

ファイルリストの選択

1 3

4

2

Windows の起動に必要なファイルを削除する
と、USB デバイスから起動できません。選択
を解除するファイルに注意してください。

選択（チェック）したファイルのサ
イズが USB デバイスのサイズより
大きい場合、コピーできません。



ファイルを選択してコピー（ファイルリストを使用しない）　2 - 13

　「開始」をクリックします。

　USB デバイスから起動するためのパスワー
ドの設定を行います。

❼クリック

コピーの開始

コピー設定の確認

6

5

コピーが始まると元に戻すことはできませんの
で、USB デバイスを間違って選択していない
か、必要なデータが残っていないかを確認して
ください。

❽クリック

❽クリック

セレクタ画面に表示する
名前を設定します。半角
英数で16文字まで。

USBデバイスから起動する
ためのパスワードを設定しま
す（空でも可）。半角英数で
8文字まで。

USBデバイスの壁紙を
変更できます。

USBハードディスクの場合

USBメモリーの場合

❻クリック

　コピー前に USB デバイスの内容はすべて消
去されます。
　USB メモリーの場合はフォーマットされ、
その後にコピーが始まります。

コピーの実行7
　コピー中は進行状況が表示されます。

コピー先領域のサイズに合
わせて拡大コピーされます。
コピー先が USB メモリー
の場合は選択できません。
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　「完了」をクリックするとシステムドライブ
のコピーを終了します。

　以上の操作で起動用 USB デバイスが作成さ
れました。
　USB デバイスから起動する操作方法は、
3-2 ページを参照してください。

　途中で次のメッセージが表示される場合があ
ります。通常は「無視」を選択して先に進んで
ください。

❾クリック

コピーの完了8

コピー中は、他のアプリケーションの起動や操
作をなるべく行わないようにしてください。フ
ァイルが正しくコピーされない場合があります。

コピー後に表示されるメッセージに
ついて

システムドライブのコピー終了後は USB デ
バイスに新しいドライブが作成されるため、
Windows が次のメッセージを表示することがあ
ります。このメッセージに対しては、「キャンセ
ル」をクリックしてください。

クリック
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エクスターナルインストール （Basic 版は非対応）

　次の条件に該当する Windows では、「エクスターナルインストール」によって USB デバイス
に直接インストールすることができます。

BOOT 革命 /USB の起動 インストールディスクの挿入1 2

❷クリック
❶クリック

「エクスターナルインストール」が可能なWindows（日本語版のみ）

・Microsoft Windows 8
・Microsoft Windows 8 Pro
・Microsoft Windows 7 Home Basic（SP0 ～ SP1）

・Microsoft Windows 7 Home Premium（SP0 ～ SP1）

・Microsoft Windows 7 Professional（SP0 ～ SP1）

・Microsoft Windows 7 Ultimate（SP0 ～ SP1）

※ Microsoft 社から発売されている正規版のインストールディスク（OEM 版、DSP 版も可）が必要です。ただし、メー
カー製コンピューターに付属しているインストールディスクはメーカー独自仕様の場合があり、エクスターナルイ
ンストールで使用できないことがあります。

※メーカー製のコンピューターに付属している「リカバリー CD」は、Windows インストールディスクとは異なり
ますので、エクスターナルインストールに使用することはできません。

※対象 Windows であっても、アップグレード版はエクスターナルインストールの対象外となります。
※日本語版以外のインストールディスクも使用できますが、動作保証外とさせていただきます。

・Microsoft Windows Vista Home Basic（SP1 ～ SP2）

・Microsoft Windows Vista Home Premium（SP1 ～ SP2）

・Microsoft Windows Vista Business（SP1 ～ SP2）

・Microsoft Windows Vista Ultimate（SP1 ～ SP2）

・Microsoft Windows XP Home Edition（SP2 ～ SP3）

・Microsoft Windows XP Professional（SP2 ～ SP3）

　Ark ランチャーで「起動用デバイスの作成」
→「エクスターナルインストール」を選択します。

　Windows のインストールディスクを挿入し、
「参照」をクリックします。

❸インストールデ
ィスクを挿入し
たドライブを選
択し、「OK」を
クリック
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　使用する OS のライセンスを確認し、エディ
ションを選択してください。

　インストールディスクの情報が表示されます。

❹クリック

❻クリック

　USB デバイスのドライブを選択します。

　確認画面で「はい」をクリックするとコピー
が開始します。

❾クリック

USBデバイスから起動する
ためのパスワードを設定しま
す（空でも可）。半角英数で
８文字まで。

❺エディションを選択

エディションの選択（Windows 8/7/Vista）

USB デバイスの選択

コピーの開始

3

4

5

セレクタ画面に表示する名前を設定
します。半角英数で16文字まで。

❽クリック

❼ドライブを選択

「はい」をクリックするとコピー先ドライブの
内容がすべて消去されます。間違いがないかよ
く確認してください。
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コピーの実行 Windows のインストールの実行

コピーの終了

6 8

7

　以降の操作手順は、3-2 ページの3を参照
してください。

　以上で USB デバイスへのコピーは完了しま
したが、OS のインストールを続行するために
は、この後 USB ハードディスクから起動する
必要があります。

�クリック

　ドライブのフォーマットに続き、インストー
ルディスクから必要なファイルのコピーが行わ
れます。

　インストールディスクを取り出し、BOOT
革命 /USB Ver.5 の製品 CD に入れ替えてコ
ンピューターを再起動します。
　再起動後に「Press any Key…」のメッセー
ジが表示されますので、「ESC」キー以外のキー
を押してください。USB デバイスから起動し
ます。

　コピーの終了後、インストールディスクはイ
ジェクトされます。

エクスターナルインストールでインストールする
OS のライセンスは、その OS の使用許諾に従っ
て使用してください。お客様が BOOT 革命 /
USB で OS の使用許諾の範囲を超えて（ある
いはライセンス契約に違反して）使用した場合、
弊社は一切の責務および賠償責任を負いません。

「エクスターナルインストール」では Windows
インストールディスクから新規にインストール
するため、USB デバイスから起動するとサウ
ンドが鳴らなかったり、LAN が使えないこと
があります。これはインストール時にデバイス
ドライバーの登録ができていないことが原因で
す。
お使いの環境でサウンドや LAN を使用する場
合は、必要なデバイスドライバーをコンピュー
ター付属の CD やインターネット上から入手し、
導入する必要があります。
デバイスドライバーの詳細については、コン
ピューターメーカーにお問い合わせください。

エクスターナルインストールとデ
バイスドライバー
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画面の一番上のドライブ文字と容量を見て、インス
トール先として選択したドライブであることを確認
してください。

「ファイルシステム」が「NTFS」となっているこ
とを確認し、「開始」をクリックしてください。

「開始」をクリックすると、警告メッセージが表示
されます。メッセージの内容を確認して、フォーマッ
トを開始してください。

ドライブが使用中の場合は次のメッセージが表示さ
れます。

「はい」をクリックするとフォーマットが始まります。

フォーマット完了後に表示される下のメッセージ画
面で「OK」を押すと、最初のフォーマットの画面
に戻ります。フォーマット画面で「閉じる」をクリッ
クして画面を閉じてください。「インストール先へ
ファイルをコピー」の画面に戻り、処理が続行します。

※「フォーマット」に関する詳細は、ご使用
OSのヘルプ、マニュアルなどを参照して
ください。

エクスターナルインストールを実行すると、選択
したパーティションをフォーマットしてからイン
ストールが行われます。
パーティションが OS や他のアプリケーション
によって使用中である場合はフォーマットができ
ず、下のメッセージが表示されます。

そのまま処理を続行する場合は「はい」をクリッ
クしてください。「いいえ」をクリックすると、
エクスターナルインストールが終了します。

「はい」をクリックした場合は下のフォーマット
画面が表示されます。

表示「フォーマットに失敗しました」について
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ここでインストールするデバイスドライバーを選択
することができます。適切なデバイスドライバーを
インストールすることで起動が可能になる場合があ
ります。
ハードウェアメーカーからデバイスドライバーが提
供されている場合は、下の画面で「参照」をクリッ
クしてデバイスドライバーの inf ファイルを選択し
ます。
下の画面では、Intel の SATA RAID Controller
が検出されていますので、「iastor.inf」を追加し必
要なデバイスドライバーを追加します。
デバイスドライバーが見つからない場合は、ハード
ウェアメーカーの Web サイトからダウンロードで
きる場合があります。デバイスドライバーの入手方
法は、ハードウェアメーカーにお問い合わせくださ
い。

USB デバイスへの必要なファイルのコピーが終
わったとき、下のメッセージが表示されることが
あります。これは現在使用している内蔵ハード
ディスクのデバイスドライバーが、Microsoft 標
準ではない場合に表示されます。

「はい」をクリックするとデバイスドライバーを
選択するための下の画面が表示されます。

「いいえ」をクリックすると、Microsoft 標準の
ドライバーがインストールされます。

サードパーティー製のデバイスドライバを使用している環境について
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USB デバイスから Windows を起動

ここでは、BOOT 革命 /USB を使用して、USB
ハードディスクや USB メモリーなどの USB
デバイスから Windows を起動する手順につい
て説明しています。
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USB デバイスから Windows を起動
　システムドライブをコピーした USB デバイスから Windows を起動することができます。

USB デバイスの接続

製品 CD を挿入

USB デバイスからの起動を選択

パスワードの入力

起動する USB デバイスの選択

1

2

3

4

5

Point
入力するパスワードは、「コピー設定の確認」（2-4
ページの 3）、または「インストール先の選択」

（2-16 ページの 4）で設定したパスワードとな
ります。

　システムドライブをコピー、または OS を
インストールした USB デバイスをコンピュー
ターに接続します。

　製品 CD をドライブに挿入し、コンピュー
ターを起動します。

　「Press any key to boot…」のメッセージ
が表示されている間に、キーボードで何かキー
を押します。

　USB デバイスが見つかるとメッセージが表
示されます。

　この後に「High Speed Mode Boot from USB 
Device」、「Normal Speed Mode Boot from 
USB Device」と表示されることもあります。

　パスワードを入力し、「Enter」キーを押し
ます。パスワードを設定していない場合は、そ
のまま「Enter」キーを押します。

　起動する USB デバイスを選択します。カウ
ントが 0 になると、自動的に選択されている
USB ハードディスクから起動します。

製品 CD から起動できない場合は、コンピュー
ターの BIOS で CD/DVDドライブから起動でき
るようになっているかを確認してください。

通常は BIOS 起動モードで起動しますが、起動
できない場合は、上記メッセージが表示されてい
る間に「Q」キー（High Speed Mode）また
は、「N」キー（Normal Speed Mode）を押し、
別のモードで起動してみてください。

BOOT 革命 /USB でコピーを行っていない
USB デバイスは表示されません。
起動してしばらくは黒い画面のまま何も表示され
ない状態で処理が行われます。Windows の起
動画面が表示されるまで時間がかかることがあり
ますが、USB デバイスがアクセス状態であれば
動作していますので、そのまましばらくお待ちく
ださい。

※「ESC」キーを押すか、カウントが０になると、USB
デバイスからの起動がキャンセルされ、内蔵ハードディ
スクからWindowsが起動します。
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　USB デバイスから Windows が起動します。
以後、通常と同じように操作を行うことができ
ます。

　「エクスターナルインストール」（2-15 ペー
ジ）を行っていた場合は、この後に Windows
のセットアップが始まります。
　以後、セットアップ画面の指示に従い、OS
のインストールを行ってください。
　途中に何回かコンピューターが再起動し、OS
のインストールが終わるまで、再起動するごとに
3の操作により USB デバイスから起動してく
ださい。

USB デバイスから Windows が起動6
起動後のUSBデバイスの認識について

USB起動コードの読み込みについて

USBデバイスからの起動について

USB デバイスから初めて起動したと
きに、次のメッセージが表示されます。
USB デバイスを正しく認識させるためには「今
すぐ再起動する」、「はい」をクリックしてコン
ピューターを再起動してください。

USB デバイスから起動させるための
「USB 起動コード」を、製品 CD から読み込む
方法と内蔵ハードディスクに書き込む方法があ
ります。
どちらでも同じ USB 起動コードが読み込まれ
ますが、内蔵ハードディスクに書き込む方法で
はマスターブートレコード（MBR）を変更し
ますので、他社製品と競合することがあります。
製品 CD を使用する方法がより簡単かつ安全
ですので、CD/DVD ドライブがある場合は製
品 CD を使用してみてください。

起動用 USB デバイスから起動した場合は起動用 USB デバイスの Windows が C ドライブとな
り、元のシステムドライブ（Windows がインストー
ルされていたハードディスクドライブ）のドライブ文
字は別のドライブ文字に割り当てられています。
ハードディスクの操作を行う場合は、ドライブ文字を
よく確認してから実行するようにしてください。

Windows 7/Vista

Windows XP
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「どこでも起動」について
　「どこでも起動」とは、システムドライブのコピー、またはエクスターナルインストールを行っ
たコンピューターとは別のコンピューターに、USB デバイスを接続して起動を行う一連の操作の
総称です。「どこでも起動」を行うには、システムドライブのコピー時、および別のコンピューター
での起動時にいくつかの作業が必要です。

　「どこでも起動」を行うためには、始めにデ
バイスドライバのデータベースファイルを作成
します。その後システムドライブのコピー、ま
たはエクスターナルインストールを行うことで、
USB デバイスにデータベースファイルが収録
されます。
　別のコンピューターに USB デバイスを接続
して起動したときに、必要なドライバが不足し
て Windows が起動できない場合は、環境修
復ツールを利用して USB デバイス上のデータ
ベースファイルから必要なドライバを読み込む
ことで、Windows を起動できるようにします。
　なお、データベースファイルの作成に必要
なドライバはメーカー Web サイトよりダウン
ロードしますので、インターネットに接続でき
る環境が必要です。

　「どこでも起動」で起動したコンピューター
で Windows のライセンスを再認証する必要が
あります。
　環境修復ツールを使用してもインストール
されているアプリケーションや相性の問題で、
USB デバイスから Windows が起動できない
場合があります。すべての環境における動作保
証はできませんのでご了承ください。

　以下の手順で「どこでも起動」を行います。
①ドライバのデータベースファイルを作成しま

す。
② USB デバイスにシステムドライブのコピー、

またはエクスターナルインストールを行いま
す。

③別のコンピューターに USB デバイスを接続
します。

④ USB デバイスの環境修復ツールを実行しま
す（3-7 ページ）。

　データベースファイルには以下のドライバが
標準で登録されます。
・ハードディスクドライバ

Intel：ICH7 ～ ICH10 の SATA ACHI/RAID
　　　 ICH6 の一部（ESB2 SATA AHCI/RAID）
AMD： SB7xx、SB8xx
nVidia： MCP61/68、MCP72/78

・ネットワークドライバ
　Intel
　RealTek
　Atheros

「どこでも起動」の概要

「どこでも起動」を行う際の注意事項

データベースに登録されるドライバ

「どこでも起動」を行う手順
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ドライバデータベースの作成

「ドライバデータベースの作成」の選択

データベースファイル作成の確認

デバイスドライバの選択

ダウンロードの開始1

2

3

4
　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ドラ
イバデータベースの作成」を選択します。

　デバイスドライバの製造元を選択します。製造
元がわからない場合はすべて選択してください。

　デバイスドライバのダウンロードが始まります。

　データベースファイルが存在しない場合は、
次のメッセージが表示されます。

　「どこでも起動」を行うために、システムドライブのコピーを行う前にドライバのデータベース
ファイルを作成します。

❶クリック

❷クリック

❺クリック

❹選択

ダウンロードする時間帯によっては、ダウンロー
ド完了までに時間がかかる場合があります。

❸クリック

　データベースファイルの作成が完了すると、
メッセージが表示されます。続いて、システム
ドライブのコピーを行ってください。

データベース作成の完了と確認5

❻クリック

　登録されたドライバは一覧で確認できます。
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❶クリック

❹クリック❸ OS を選択

❷クリックして inf
ファイルを選択

❺クリック

Point
OS の再インストールなどでファイルが削除され
ない限り、再作成の必要はありません（再作成は

「操作」→「標準のデータベースファイルを作成
する」を選択して行うことができます）。

標準データベースにないドライバを追加する

標準データベースにないサードパーティー製のドライバを手動にて追加登録することができま
す。ただし、追加できるドライバはハードディスク用とネットワーク用のドライバのみとなります。その
他のドライバは追加できません。また、ドライバによっては正しく追加できないものがあります。
　ドライバは通常ハードウェアに添付されていますが、ハードウェアメーカーの Web サイトからのダウ
ンロードが必要な場合もあります。詳しくはハードウェアメーカーの Web サイトをご覧になるか、ハー
ドウェアメーカーにお問い合わせください。

ドライバの一覧画面で、「操作」メニューから「デ
バイスドライバを追加」を選択します。

セットアップ情報ファイルの一覧が表示されます
ので、デバイスを選択します。

選択したドライバが一覧に追加されます。

「参照」をクリックし、ドライバ情報ファイル（inf
ファイル）を選択します。情報ファイル（.inf）
とドライバ本体（.sys）は、同じフォルダーにお
いてください。

　ドライバデータベースの作成終了後、USB
デバイスにシステムドライブのコピー、または
エクスターナルインストールを行います。

システムドライブのコピー6
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環境修復ツール
　システムドライブのコピー、またはエクスターナルインストールを行ったコンピューターとは別
のコンピューターに USB デバイスを接続して起動した際に、Windows の起動に必要なドライバ
が不足して起動できないような場合は、環境修復ツールを利用して後からドライバをインストール

（追加）することができます。

USB デバイスの接続 ディスクと OS の選択

ドライバの登録

環境修復ツールを起動

1 3

4

2
　USB デバイスのシステムドライブに該当す
るドライブの中に、「UsbBootRepairTool」
フォルダーが作成されています。このフォル
ダ ー の 中 に あ る「HDBootRepairTool.exe」
を実行します。

　システムドライブのコピー、またはエクス
ターナルインストールを行った USB デバイス
を接続し、内蔵ハードディスクから Windows
を起動します。

　 シ ス テ ム ド ラ イ ブ の コ ピ ー、 ま た は エ
ク ス タ ー ナ ル イ ン ス ト ー ル を 行 っ た OS

（Windows）がインストールされている USB
デバイスとパーティションを選択します。

　作成したデータベースファイル（SDB ファ
イル）を指定するか、Windows の起動に必要
なハードウェアのドライバ情報ファイル（inf
ファイル）を選択します。

❹クリック

❷ USB デバイスを選択

❸Windows がインストールされ
ているパーティションを選択

❶「HDBootRepairTool.exe」を実行

システムドライブのコピー前にデータベース
ファイルを作成していない場合は、環境修復
ツールを起動する前に同じフォルダーにある

「SDBManager.exe」を実行してデータベース
ファイルを作成してください。



3 - 8　USB デバイスから Windows を起動

　「UsbBootRepairTool」 フ ォ ル ダ ー 中 の
「hdcBootRepair.sdb」ファイルを選択します。

　コンピューターを再起動してください。

❺クリック

❾クリック

❻選択

❽クリック

❼クリック

ドライバ情報ファイル（inf ファイル）を
使用する場合はクリックして追加します。 コンピューターの再起動5

ドライバ情報ファイル（inf ファイル）を使用
する場合は、起動する OS 用のドライバをイン
ストールしてください。例えば、システムドラ
イブのコピーを行った OS が Windows 7 だっ
た場合、Windows XP 用のドライバをインス
トールしても OS を起動することができません。
ドライバは通常ハードウェアに添付されていま
すが、ハードウェアメーカーの Web サイトか
らのダウンロードが必要な場合もあります。詳
しくはハードウェアメーカーの Web サイトを
ご覧になるか、ハードウェアメーカーにお問い
合わせください。

Point
「hdcBootRepair.sdb」は、起動中の Windows
により作成される場所が異なります。
32Bit 版の場合は「x86」フォルダーに、64bit 版
の場合は「x64」フォルダーに「hdcBootRepair.
sdb」が作成されますので、このファイルを指定
してください。
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BOOT 革命 /USB の起動 コピー設定の確認

コピーの開始

復元先ハードディスクの選択

1 3

4

2

USB デバイスから内蔵ハードディスクに復元（コピー）

　Ark ランチャーで「起動用デバイスの作成」
→「システムドライブを丸ごとコピー」を選択
します。

　コピー先のハードディスクを確認します。

　システムドライブのコピーを開始します。

　USB デバイスからコンピューターを起動して、起動中の Windows 環境を内蔵ハードディスク
に復元（コピー）することができます。

　復元（コピー）先内蔵ハードディスクを選択します。

❷復元先ハードディスク
　を選択

❺クリック

復元を実行する前に

　USB デバイスから内蔵ハードディスクに復元（コピー）を行うと、通常は内蔵ハードディスクのパーティ
ションがすべて消去されます。コンピューターによっては、リカバリーデータが保存されているパーティ
ションまで消去されてしまいますので、この操作には注意が必要です。
　なお、コピー先ディスクの先頭に「未割り当て」の領域がある場合は、一部制限がありますがコピー先
をすべて消去することなく、コピーすることができる場合があります。詳しくは 5-2 ページを参照して
ください。

❸クリック

❶クリック

❹クリック

内蔵ハードディスクの
壁紙を変更できます。

（Basic 版、Standard 版は非対応）
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コピーの実行

コピーの終了

コンピューターの再起動
5

6

7

　コピー中は進行状況が表示されます。

　コピーが終了すると次の画面が表示されます。

　コピー終了後はコンピューターを再起動しま
す。再起動後、内蔵ハードディスクから起動す
ることができます。

「キャンセル」をクリックするとコピーを中断
できますが、コピー先内蔵ハードディスクを元
の状態に戻すことはできません。

❻クリック

❼クリック

Point
復元（コピー）先の内蔵ハードディスクが空でな
い場合、消去してからコピーが行われます。

内蔵ハードディスクの内容を消去すると
元に戻すことはできません。選択した内
蔵ハードディスクに間違いがないかよく
確認してください。

コピー先を消去してもよい場合
「はい」をクリック

エクスターナルインストールを行
ったデバイスからの復元について

エクスターナルインストールを行っている場合
は BOOT 革命 /USB がインストールされてい
ないため、そのままでは復元を行うことができ
ません。USBデバイスからWindowsを起動し、
BOOT 革命 /USB をインストールすることで
復元を行うことができます。
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　USB デバイスから起動できない場合、以下の内容を確認してください。

USB デバイスから起動できない場合の確認事項

システム環境の確認

USB デバイス接続環境の確認

1

2

● Windows XP のサービスパックを適用して
いますか？

　Windows XP は SP2 以降が適用された環
境が必要です。サービスパックのバージョンが
低いと USB デバイスから起動することができ
ません。対応するサービスパックをインストー
ルした後に、システムドライブのコピーを行っ
てください。

● USB ハードディスクの電源は入っています
か？（USB ハードディスクの場合）

　起動する USB ハードディスクの電源が入っ
ているか確認してください。

● USB ハードディスクにモード切替スイッチ
はありますか？（USB ハードディスクの場
合）

　USB ハ ー ド デ ィ ス ク に“ 電 源 連 動 機 能
（AUTO）”と“電源が常に「ON」”の切り替え
スイッチがあるときは、スイッチを常に電源が

「ON」の状態になるようにしてみてください。
　また、㈱アイ・オー・データ社の HDPG シ
リーズには仮想ドライブの設定スイッチがあり
ますので、「シングルモード」に設定して使用
してください。

● USB ハードディスクに USB ポートがあり
ますか？（USB ハードディスクの場合）

　USB ハードディスクに USB ポートがある
と、USB ハードディスクから起動したときに

「新しいハードウェアの追加」が行われてしま
い、２回目からの起動ができなくなることがあ

ります。この場合は、起動に使用する USB ハー
ドディスクを変更してください。

● USB デバイスは正しく認識されていますか？
　Windows を起動したときに USB デバイス
が正しく認識されていない場合は USB デバイ
スから起動することができません。「コンピュー
ター」や「ディスクの管理」画面で USB デバ
イスが正しく認識されているかどうかを確認し
てください。なお、環境によっては Windows
を起動してから USB デバイスを接続しないと
認識できない場合がありますが、このような環
境では、USB デバイスからの起動はできませ
ん。

● USB デバイスを接続した後に Windows の
再起動を行いましたか？

　USB デバイスを初めて接続したときなどに
「新しいハードウェアの検出」メッセージが表
示されたときは、コンピューターの再起動を
行ってください。再起動せずにシステムドライ
ブのコピーを行うと、起動できない場合があり
ます。

● USB デバイスを接続した状態でコンピュー
ターを起動できますか？

　コンピューターと USB デバイスとの相性
により、USB デバイスを接続しているとコン
ピューターの起動が（BIOS やメーカーロゴ画
面から先に進まなくなる）ことがあります。こ
のような環境では、USB デバイスからの起動
はできません。

●コンピューター本体の USB ポートに接続し
ていますか？

　USB デバイスをキーボードやモニターにつ
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いている USB ポートに接続していると、起動
できない場合があります。コンピューター本体
の USB ポートに接続してください。

● USB 拡張カードを使用していますか？
　USB デ バ イ ス が、PCI Express（PCIe）、
PCI、PCMCIA などの拡張 USB ポートに接続
されている場合は、起動できないことがありま
す。コンピューター本体の USB ポートに接続し
てください。

●他の USB デバイスが接続されていません
か？

　起動させる USB デバイス以外の USB デバ
イス（マウス、キーボードを含む）が接続され
ている場合は、可能であれば他の USB デバイ
スを外してみてください。

●別の USB ポートに接続して起動してみまし
たか？

　USB ポートが複数ある場合は、別の USB
ポートに接続して、システムドライブのコピー
をもう一度行い、起動ができるかを確認してみ
てください。

● USB ハブを使用していますか？
　USB ハブを使用する場合は、USB デバイ
スをハブに接続してからシステムドライブのコ
ピーを行うようにしてください。システムドラ
イブのコピー後は、USB ハブ、USB デバイ
スは、常にシステムドライブのコピーを行った
USB ポートに接続するようにし、変更しない
でください。変更した場合は、再度システムド
ライブのコピーを行うようにしてください。
　なお、USB ハブ接続時は環境によっては起
動できないことがありますので、起動できない
場合は、コンピューター本体の USB ポートに
接続して起動を確認してください。

● SCSI、RAID、SATA、eSATA ボード（カー

ド）が接続されていませんか？
　SCSI、RAID、SATA、eSATA などの拡張
ボード（カード）が接続されている場合、競合
が発生し USB デバイスからの起動ができない
ことがあります。拡張ボード（カード）を外す
ことができる場合は、外して起動できるかを確
認してみてください。
　また、オンボードで RAID 機能があるマザー
ボードで、RAID を使用していない場合は、
BIOS で無効（Disable）にしてみてください。

起動コード読み込み時の確認3
●コンピューターの起動時に「Press any key 

to boot from USB Device（Press “ESC” 
for cancel）」というメッセージが表示され
ますか？

　「製品 CD」をドライブに挿入してコンピュー
ターを起動しても、起動時に USB デバイスか
ら起動するかどうかのセレクタが表示されない
場合、コンピューターの BIOS で、CD/DVD
から起動できるように（起動順番を一番先頭に
なるように）してください。

●他の方法で USB 起動コードの読み込みを
行ってみましたか？

　「製品 CD」を使用して起動コードの読み込
みを行っている場合、内蔵ハードディスクに起
動コードを書き込んで起動してみてください。
なお、内蔵ハードディスクへの起動コードの書
き込みは、第１章の「注意・制限事項」を確認
してから行ってください。

●モードを指定して起動させてみましたか？
　「Press any key to boot from USB 
Device（Press "ESC" for cancel）」という
メッセージが表示されているときに、「N」キー
を押すと「Normal Speed Mode」、「Q」キー
を押すと「High Speed Mode」で起動します。
また、起動デバイスが USB メモリーの場合は、
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相性およびデバイスドライバーの確認

コンピューター BIOS の確認

4

5

「M」キーを推すと「USB メモリー起動モード」
となります。
環境によっては、モードを変更することで起動
できることがあります。

●別の USB ハードディスクに変えた場合は起
動できますか？

　使用するコンピューターと USB デバイスの
相性により起動できないことがあります。この
場合は、別の USB デバイスに交換すると起動
できることがあります。

● USB ドライバーがマイクロソフト標準のド
ライバーになっていますか？

　ハードウェアメーカーから提供されている
USB コントローラーを認識するためのドライ
バーをインストールしている場合、起動できな
いことがあります。
　ハードウェアメーカーのドライバーを使用し
ているときは、デバイスマネージャーの USB
コントローラーに登録されているデバイスを、
マイクロソフト標準のドライバーにしてくださ
い。

●コンピューターの BIOS が USB 起動に対応
していますか？

　BIOS が USB デバイスからの起動に対応し
ている場合、BOOT 革命 /USB の「USB 起
動コード」を使用せずに、BIOS で起動させる
ことができる場合があります。起動デバイスの
順番（優先順位）を、USB デバイスが一番先
頭になるように設定してみてください。

● American Megatrends（アメリカンメ
ガトレンド）社の BIOS が搭載されたコン
ピューターですか？

　American Megatrends（アメリカンメガ
トレンド）社の BIOS が搭載されたマザーボー
ド で は、「QuickBoot」 や「BootBooster」
という、起動を早くする設定がありますが、こ
の設定をオフ（Disable）にしてみてください。

● BIOS で USB に関する設定は変更してみま
したか？

　BIOS の USB に関する設定を変更するこ
とで、起動できるようになる場合があります。
BIOS に次の項目がある場合は、その項目を現
在の設定から変更してみてください。
　・「USB Legacy Device Support」
　・「Legacy USB Support」
　・「USB-FDD Legacy Support（Emulation）」
　・「USB Keyboard Support」
　・「USB 2.0 Controller」
　・「USB レガシーサポート機能」
　例えば、USB に関する設定が「使用しない

（無効、Disable）」になっている場合は「使用
する（有効、Enable）」にしてみてください（初
期設定が逆の場合もあります）。
　また、機種によっては、USB に関する項目
で「FD」や「CD」と直接デバイスが指定さ
れていることがありますが、同様に別の設定に
変更してみてください。

※ BIOS の設定で USB に関する項目を無効
（Disable）にした場合、お使いの機種によっ
ては USB キーボード、USB マウスが使用
できなくなります。そのため、コンピュー
ター起動時に USB デバイスから起動するか
どうかのセレクタ画面で入力ができないため、
USB デバイスから起動させることができま
せん。使用可能であれば PS2 接続のマウス、
キーボードを使用してください。
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その他の確認事項6

●環境修復ツールを実行してみましたか？
　お使いのコンピューター環境によっては、シ
ステムドライブのコピー、またはエクスターナ
ルインストールでインストール終了後に、環境
修復ツールで Windows 環境を修復しなければ
ならない場合があります。環境修復ツールにつ
いては、3-7 ページをご覧ください。
　なお、どこでも起動（別のコンピューターに
接続して起動）を行う場合は、起動したいコン
ピューターに接続してから環境修復ツールを実
行してください。

BIOS設定画面について

BIOS はコンピューターの電源を入れると最初に起動するシステムで、BIOS 設定画面では各種
デバイスの状態の確認やコントロールを行うことができます。

＊　　　　　　＊
コンピューターの BIOS が USB デバイスからの起動に対応している場合、BIOS 設定画面で、起動する
デバイスの優先順位を変更することにより USB メモリーから起動できるようになります。

＊　　　　　　＊
なお、最近のメーカー製コンピューターでは、起動時にファンクションキーを押すことで起動するデバイ
スを選ぶメニューが表示される機種が増えており、BIOS 設定画面でデバイスの優先順位を変更する必要
がないため、以前と比べてより簡単に変更が可能となっています。

＊　　　　　　＊
また、同じメーカーでも発売時期や型番により起動メニューや BIOS 設定画面を表示するためのキーが
異なることがあり、設定画面も英語表記のものや日本語表記のものがあります。メーカーや機種によって
様々であるため、その具体的な方法は弊社ではお答えすることはできません。コンピューター付属のマニ
ュアルやヘルプを参照するか、ハードウェアメーカーにお問い合わせください。



第 4 章

便利ツール

ここでは、BOOT 革命 /USB を、より有効に
利用していただくための便利ツールについて説
明しています。
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　Ark ランチャーで「便利ツール」→「USB
起動コードの書き込み・復元」を選択します。

　書き込みまたは復元の操作を選択します。

ハードディスクに起動コード
を書き込む場合にクリック

ハードディスクに書き込んだ起動
コードを元に戻す場合にクリック

USB 起動コードの書き込み・復元
　USB 起動コードには、USB デバイスから Windows を起動するために必要な情報が書かれて
います。
　この起動コードをハードディスクに書き込むことで、製品 CD を使用せずに USB デバイスから
起動することができます。

ツールの選択 起動コードの書き込み・復元1 2

ハードディスクのマスターブートレコード
（MBR）を書き換えるようなソフトウェア（マ
ルチブートユーティリティなど）を使用してい
る場合は、起動コードの書き込みを行わないで
ください。そのようなソフトウェアを使用して
いる場合は「製品 CD」でコンピューターを起
動し、USB デバイスの Windows を起動する
ようにしてください。

ハードディスクに起動コードを書き込んだ場合
は、コンピューターのリカバリーや再インス
トールを行う前に、「USB 起動コードの書き
込み・復元」ツールで起動コードの復元を行っ
てください。

❶クリック ❷クリック
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ツールの選択

「ファイルリストの再編集」を選択

ファイルリストの編集

1

2

3

起動用ファイルリストの作成（再編集）

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「起動
用ファイルリストの作成」を選択します。

　既に作成してあるファイルリストを編集することが可能です。

　編集したいファイルリストを指定します。

　リストされたファイルはチェックが入った状
態で表示されます。
　ここで選択されているファイルが USB デバ
イスにコピーされます。

　リストしたファイルのチェックが行われます。

❹クリック❸チェックボックスにチェック
を入れ、「参照」ボタンで
BFL ファイルを指定

❺クリック ファイルリストのタイ
トル名を変更して保存
することができます。

チェックボックスのオン、オフによってファ
イルの追加・削除を行うことができます。

起動に必要なファイルを削除すると、USB デ
バイスから起動ができなくなりますので注意し
てください。

❶クリック

❷クリック
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　以上でファイルリストの作成は完了となりま
す。続けて、このファイルリストを元にシステ
ムドライブのコピーを行うことができます。

作成したファイルリストを元に、
すぐにシステムドライブのコピ
ーが始まります。
2-9 ページ、2以降を参照して
ください。

システムドライブの
コピーは行わず、終
了します。

ファイルリスト作成の完了4

起動用ファイルリスト作成ツール
について

「起動用ファイルリスト作成ツール」は、Windows 
が起動してから使用された（読み込まれた）
ファイルのログを取り、リストを作成するツー
ルです。
起動用 USB デバイスで起動したときに使用し
たいアプリケーションがある場合は、ファイル
リストの作成前にそのアプリケーションを起動
することでファイルリストに追加できます。
ただし、「起動用ファイルリスト作成ツール」
で取得できるのは使用された（読み込まれた）
ファイルのみになり、アプリケーションを起動
しただけでは使用されない DLL ファイルなど
は含まれません。そのため、使用するアプリケー
ションによっては、「起動用ファイルリスト作成
ツール」で作成したファイルリストでは動作し
ないことがありますので、ファイルリスト作成
後に再編集を行い、必要なファイルを追加して
ください。

Point
同名の BFL ファイルが存在する場合は、上書き
をするかどうかを選択します。タイトル名を変更
するには「いいえ」をクリックし、起動用ファイ
ルリストの作成画面で「タイトル名の変更」を行っ
てください。
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　Ark ランチャーで「便利ツール」→「USB
デバイスのアップデート」を選択します。

　USB デバイスから起動するためのパスワー
ドと暗号化の設定を行います。

USB デバイスのアップデート

ツールの選択 コピー設定の確認1 2

USB デバイスのリストには、接続されているす
べてのハードディスクが表示されます。安全の
ため、アップデートを行うデバイス以外は取り
外しておいてください。

Point
アップデートツールでは、USB デバイスを起動
するためのパスワードの変更を行うこともできま
す。
パスワードを変更する場合、「現在のパスワード
の入力」に現在設定しているパスワードを入力し、
新しいパスワードを入力します。なお、パスワー
ドが設定されていない場合は「現在のパスワード
の入力」欄はグレー表示となり入力できません。

　「BOOT 革命 /USB Ver.1 〜 Ver.2」でシステムドライブをコピーした USB ハードディスクを、
「BOOT 革命 /USB Ver.5」の起動コードで起動可能にします。
　また、Ver.2 以降でコピーした USB ハードディスクの「名前」と「パスワード」を変更するこ
ともできます。

セレクタ画面に表示する名前を設定
します。半角英数で16文字まで。

USB デバイスから起動するための
パスワードを設定します（空でも可）。
半角英数で8文字まで。

❸クリック
❶クリック ❷クリック



4 - 6　便利ツール

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ドラ
イブ情報の取得」を選択します。

ドライブ情報の取得
　コンピューターに接続してあるハードディスクドライブの情報を取得し、表示することができま
す。

❶クリック

❷クリック

「ドライブ情報の取得」を選択 ドライブ情報の取得1 2

❸情報を表示させたいディスクを選択

❹ドライブ情報をテキストファイル
として書き出すときにクリック

Point
「ツール」メニューを開き、Windows の起動に
関わる情報（GUID、MBR）を操作することが
できますが、Windows の状態に問題がないとき
は使用しないでください。



コンピューター情報の取得　4 - 7

Point
「ツール」タブで「ディスクの管理」「タスクスケ
ジューラ」ほかの Windows の機能を呼び出す
ことができます。

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「コン
ピューター情報の取得」を選択します。

コンピューター情報の取得
　コンピューターに関する情報を取得し、表示することができます。

「コンピューターの情報」タブ 「アプリケーション」タブ

❹表示中のウィンドウの
スクリーンショットを
とるときにクリック

❺コンピューター情報をテ
キストファイルとして書
き出すときクリック

「コンピューター情報の取得」を選択 コンピューター情報の取得1 2

「サービス／ドライバ」タブ

「ツール」タブ「スタートメニュー」タブ「革命シリーズ」タブ

❶クリック ❷クリック

❸各タブをクリックして、コンピューターの情報やインス
トールされているアプリケーションなどの情報を表示



4 - 8　便利ツール

●アクティブパーティションを変更する場合

●アクティブパーティションを削除する場合

パーティションの削除とアクティブパーティションの設定
　パーティションツールでは、パーティションの削除およびアクティブなパーティションの設定変
更を行うことができます。

　実行前に確認メッセージが表示されます。間
違いがないことを確認して「はい」をクリック
します。
　処理中は別ウィンドウが開きますが、処理が
完了するまで数十秒から数分かかることがあり
ますので、しばらくお待ちください。

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「パーティ
ションツール」を選択します。

　削除またはアクティブにするパーティション
を選択し、実行する操作ボタンをクリックします。

操作の確認パーティションツールを選択

パーティションを選択

31

2

● MBR を消去する場合

❶クリック

❹ドライブを選択 ❸ハードディスクを選択

❷クリック

❻クリック

❻クリック

❻クリック

❺操作を選択

ドライブ文字がついていないドライブは表示さ
れません。



パーティションの削除とアクティブパーティションの設定　4 - 9

　パーティション操作後はコンピューターを再
起動します。

コンピューターの再起動4

MBR の消去を行うと、ディスクに存在するド
ライブをすべて削除することになります。パー
ティションの削除と同様、MBR を消去すると
元に戻すことはできません。
環境によっては、リカバリーデータが保存され
ているパーティションなども消去されてしまい
ますので、このようなパーティションを含めて
ディスク全体を消去する場合以外は実行しない
ようにしてください。

アクティブパーティションについて

パーティションについて

「アクティブパーティション」とは、OS を起動するように指定されているパーティションのこと
です。通常は OS がインストールされているパーティションがアクティブパーティションとなっています。
Windows 8/7 では、先頭にある「システムで予約済み」領域が起動パーティションとなっていますので、
ここがアクティブパーティションとなります。
なお、パーティションの１つをアクティブに設定することを「アクティブフラグを立てる」ともいいます。

パーティションには３つの種類があり、それぞれ以下のような特長があります。
①基本パーティション…コンピューターを起動するためのパーティションです。OS がインストールされ

た基本パーティションが、通常 C ドライブとなります。「プライマリ パーティション」「基本領域」と
もいいます。

②拡張パーティション…基本パーティションと対になる領域ですが、拡張パーティションだけではドライ
ブとして使用できません。拡張パーティションの中に論理ドライブを作成することによって使用でき
るようになります。「拡張領域」ともいいます。

③論理ドライブ…拡張パーティションの中に作成するパーティションです。「論理パーティション」とも
いいます。

１台のハードディスク

基本パーティションMBR

マスターブートレコード 拡張パーティション

論理ドライブ 論理ドライブ 論理ドライブ

❼クリック

❽クリック



第 5 章

参考資料

ここには、BOOT 革命 /USB をお使いいただ
く上で、参考にしていただくための資料がまと
めてあります。



5 - 2　参考資料

　Windows の「ディスクの管理」を起動します。

　下は、内蔵ハードディスクからWindows を起動
したときの「ディスクの管理」画面の例です。
　内蔵ハードディスクである「ディスク 0」の
Cドライブを、USB デバイス「ディスク１」
にコピーすることになります。
　この構成の場合、「ディスク１」の先頭を未
割り当て領域にするために、F ドライブを削除
します。

　次ページは USB デバイスから Windows を起
動したときの「ディスクの管理」画面例です。
　内蔵ハードディスクに復元（コピー）を行う場合、
USB デバイスである「ディスク 1」の C ドライブを、
内蔵ハードディスク「ディスク０」にコピーします。

　削除するパーティション（「未割り当て」領
域を作成するパーティション）を選択します。

●システムドライブのコピー例
　（内蔵ハードディスク➡ USB デバイス）

●システムドライブの復元（コピー）例
　（USB デバイス➡内蔵ハードディスク）

ディスクの先頭に「未割り当て」領域を作成してコピー
　システムドライブのコピー、または USB デバイスから起動して内蔵ハードディスクに復元（コ
ピー）を行う場合、コピー実行前に、コピー先のデバイスがすべて消去されます。
　しかし、ディスクの先頭に、システムドライブをコピーできる十分なサイズの「未割り当て」領
域があるとコピー先デバイスは消去されず、「未割り当て」領域にコピーされます。
　ここでは、コピー先デバイスが消去されないよう、先に「未割り当て」領域を作成しておき、そ
の後でコピー（復元）を実行する手順を説明します。

「ディスクの管理」でパーティションを確認 パーティション（ボリューム）の選択1 2

❸「ディスクの管理」をクリック

USBデバイス

内蔵ハードディスク（Cドライブから起動中）

❹パーティションを右クリック

❶「スタート」をクリックし、「コンピューター」を右クリック

❷「コンピューターの
　管理」クリック

❷「管理」をクリック

● Windows 8 の場合

● Windows 7/Vista の場合

❶画面左下にマウスポインタ
　を移動し、「スタート」が表
　示されたらマウスを右クリ
　ック（左ではありません）



ディスクの先頭に未割り当て領域を作成してコピー　5 - 3

●システムドライブのコピー例
　（内蔵ハードディスク➡ USB デバイス）

●システムドライブの復元（コピー）例
　（USB デバイス➡内蔵ハードディスク）

　この構成では「ディスク０」の先頭を未割り
当て領域にするため、通常は F ドライブを削
除します。しかしこの例では F ドライブはサ
イズが 100MB と小さいため、システムドライ
ブをコピーすることができません。そこで、コ
ピー実行時にドライブが消去されないようにす
るためには、その後ろにある H ドライブも削
除してサイズを確保する必要があります。

USBデバイス（Cドライブから起動中）

内蔵ハードディスク ❹パーティションを右クリック

　表示されたメニューの中から「ボリュームの
削除」を選択します。

　確認メッセージが表示されますので、「はい」
をクリックします。

　削除が完了すると、削除したパーティション
（ボリューム）は「未割り当て」と表示されます。

「ボリュームの削除」を選択

削除の確認

削除の完了

3

4

5

❺選択

❻クリック

パーティション（ボリューム）を削除すると、
元に戻すことはできません。必要なデータが残
っていないか確認してから削除を実行するよう
にしてください。

メーカー製のコンピューターでは、上記の「シ
ステムで予約済み」に相当する領域に、リカバ
リーデータが保存されている場合があります。
この領域を消去してしまうとリカバリーができ
なくなる可能性がありますので、事前にハード
ウェアメーカーにお問い合わせいただき、領域
を削除してよいかを確認してから操作を行うよ
うにしてください。

USBデバイス 作成した未割り当て領域

内蔵ハードディスク

USBデバイス

作成した未割り当て領域内蔵ハードディスク



5 - 4　参考資料

　コピー先 USB デバイス（復元時は内蔵ハー
ドディスク）を選択します。

コピー先デバイスを選択7

❽コピー先デバイスを選択

❾クリック

Point
コピー先ハードディスクの前方の「未割り当て」
領域にコピーする場合は、「コピー設定の確認」
画面中の文章が変わり、「コピー先の前方にある
空き領域にコピーを行います。」と表示されます

（下の画面）。
「未割り当て」領域がない場合、または「未割り
当て」領域のサイズが小さい場合、「コピー先の
ドライブは全て消去されます。」（3-9 ページ 3
の画面）と表示され、実行すると全体が消去され
ます。
ドライブを消去したくない場合は下の表示がある
かどうか確認し、表示が異なる場合は処理をキャ
ンセルして、十分なサイズの「未割り当て」領域
がディスクの先頭に作成されているか確認してく
ださい。

赤字で表示される内容を確認してください。

「ディスクの管理」で削除できな
いパーティション

メーカー製の PC の場合、機種によっては「ディ
スクの管理」で削除できないパーティション（ボ
リューム）が存在することがあります。このよ
うなパーティション（ボリューム）に対しては、
BOOT 革命 /USB の「パーティションツール」
で削除できる場合があります。

「パーティションツール」については 4-8 ペー
ジを参照してください。

　続けてシステムドライブのコピー（または復
元）行うため、Ark ランチャーで「起動用デ
バイスの作成」→「システムドライブを丸ごと
コピー」を選択します。

BOOT 革命 /USB の起動6

❼クリック

　以降の操作は、システムドライブのコピーを
行う場合は 2-3 〜 2-14 ページを、内蔵ハード
ディスクに復元（コピー）を行う場合は、3-9
〜 3-10 ページを参照してください。



USB デバイスから起動した Windows 7 にサービスパックを適用　5 - 5

Windows 7 を起動する USB デバイス以外は
接続を外しておいてください。

設定を変更して保護を解除した場合、USB デ
バイスから Windows 7 を起動している間に
別の USB デバイスを接続すると、次回から
USB デバイスの Windows 7 が起動できなく
なってしまいます。サービスパック（Windows 
7 アップデート）を適用するまでは、別の
USB デバイスを接続しないでください

　BOOT 革命 /USB では、USB デバイスから Windows を起動するために、USB に関する設定
を保護（監視）しています。しかし Windows 7 の場合、サービスパック（Windows アップデート）
プログラムは適用時に USB の設定を強制的に更新しようとします。そのため保護（監視）したま
まではアップデート時に途中でエラーとなり、サービスパック（Windows アップデート）が適用
できません。
　BOOT 革命 /USB の保護設定ツールを使用して一時的に保護を解除し、サービスパック

（Windows アップデート）を適用できるようにします。

USB デバイスから起動した Windows 7 にサービスパックを適用

　USB デバイスから Windows を起動します
（3-2 ～ 3-3 ページ参照）。

　サービスパック（Windows アップデート）
を適用するには、「USB ドライバの設定を保
護しない」を選択します。

　USB デバイスのシステムドライブに該当す
るドライブ（通常は Cドライブ）の中に、「Usb 
BootRepairTool」フォルダーが作成されてい
ます。このフォルダーの中にある「WatchUsb 
Config.exe」を実行します。

USB デバイスから Windows 7 を起動 設定の変更（保護の解除）

保護設定ツールの実行

1 3

2

❶「WatchUsbConfig.exe」を実行

❸クリック

❹クリック

❷選択

通常はCドライブ
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　サービスパック（Windows アップデート）
を適用します。

　設定を保護された状態に戻すために2と同
じ操作で「WatchUsbConfig.exe」を実行し、
保護する設定に戻します。

　以上で操作は終了です。以降は通常どおり
USB デバイスから Windows 7 を起動できま
す。

4 サービスパック（Windows アップデート）を適用

設定の変更（保護の開始）5

❻クリック

❼クリック

❺選択

USBデバイスからの起動と環境
修復ツール

サービスパック（Windows アップデート）の
適用中に Windows が再起動する際、USB デ
バイスから Windows が起動できなくなるこ
とがあります。この場合は、「環境修復ツール」

（3-7 ページ）を実行することで起動できるよ
うになります。



ディスクの初期化とパーティションの作成　5 - 7

　初期化に続いて、「ディスクの管理」からパ
ーティションを作成することができます。

❶「スタート」をクリックし、「コンピューター」を右クリック

❷「コンピューターの
　管理」クリック

❷「管理」をクリック

❷「新しいシンプルボリューム」をクリック

❶「未割り当て」を右クリック

❻ディスクを選択

❹「初期化されていません」
の表示部を右クリック

❺表示されたメニューで「ディ
スクの初期化」をクリック

❼クリックすると初期化が開始

ディスクの初期化とパーティションの作成（Windows 8/7/Vista）

ディスクの初期化

パーティションの作成

1

2

　 初 期 化した い ハードディスクを 接 続し、
Windows 8/7/Vista を起動します。

● Windows 8 の場合

● Windows 7/Vista の場合

❶画面左下にマウスポインタ
　を移動し、「スタート」が表
　示されたらマウスを右クリ
　ック（左ではありません）

❸「ディスクの管理」をクリック
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　「新しいシンプル ボリューム ウィザード」
が起動します。

❸サイズを必要に応じて指定

作成されたパーティション

❹ドライブ文字を選択

❺選択

❻通常は「NTFS」「既定値」のまま
　にして、ボリュームラベルを入力

❼クリックするとパーティション作成開始

❽クリックするとパーティション作成終了

「フォーマット中」と表示されている間は、パ
ーティション操作はせずに、終了するまでお待
ちください。

Point
サイズが 32GB 以上のときはファイルシステム

「FAT32」は選択できません。
「クイックフォーマットする」にチェックを入れ
ると、フォーマット時間を短縮できます。



ディスクの初期化とパーティションの作成　5 - 9

　ハードディスクが初期化されていない場合、
「ディスクの管理」を表示すると、次の「ディス
クの初期化と変換ウィザード」が開始します。

❻「完了」をクリックして初期化を終了

ディスクの初期化とパーティションの作成（Windows XP）

ディスクの初期化1

　 初 期 化した い ハードディスクを 接 続し、
Windows XP を起動します。　

❶「スタート」をクリックし、「マイ コンピューター」を右クリック

❷「管理」をクリック

❸「ディスクの管理」をクリック

❹ディスクを選択（確認）して「次へ」をクリック

❺ディスクを選択せずに「次へ」をクリック
　（ダイナミックディスクに変換しない）
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　「新しいパーティション ウィザード」が起動
します。

❹クリック

❷「新しいパーティシ
ョン」をクリック

❶「未割り当て」を右クリック

❺必要に応じてサイズ指定

❻ドライブ文字を選択

パーティションの作成2

　初期化に続いて、「ディスクの管理」からパ
ーティションを作成することができます。

Point
「ディスクの初期化と変換」ウィザードが表示さ
れないとき、「初期化されていません」と表示さ
れている部分を右クリックします。
表 示 さ れ た メ
ニューで「ディス
クの初期化」を選
択するとウィザー
ドが開始します。

❸通常は「プライマリパーティション」を選択



ディスクの初期化とパーティションの作成　5 - 11

作成されたパーティション

❼選択

�「完了」をクリックしてパーティション作成終了

❾「次へ」をクリックすると
　パーティション作成開始

❽通常は「NTFS」「既定値」のまま
　にして、ボリュームラベルを入力

Point
サイズが 32GB 以上のときはファイルシステム

「FAT32」は選択できません。
「クイックフォーマットする」にチェックを入れ
ると、フォーマット時間を短縮できます。

「フォーマット中」と表示されている間は、パ
ーティション操作はせずに、終了するまでお待
ちください。
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フォーマットが完了するまで USB メモリーを
取り外さないようにしてください。

　コンピュータ（マイ コンピュータ）で USB
メモリーのドライブを右クリックします。

　フォーマット開始前に確認メッセージが表示
されます。

　オプションを指定して「開始」をクリックし
ます。

　フォーマット中は進行状況が表示されます。

　「OK」をクリックして、フォーマットが完
了です。

❹フォーマットしてよいかを確認し、クリック

　BOOT 革命 /USB で使用した USB メモリーを別の用途で使用する場合は、使用前にフォーマッ
トを行ってください。

フォーマット時間を短縮できます。

フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
指
定
し
ま
す
。

規
定
値
は
Ｆ
Ａ
Ｔ
32
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
ラ
ベ
ル
を
指
定
し
ま
す
。

❸クリック

USB メモリーのフォーマット

USB メモリーの選択 USB メモリーのフォーマット

オプションの選択

1 3

2

❺クリック

❷「フォーマット」をクリック

❶ USB メモリーのドライブを右クリック



付　録

主に、ユーザーサポートに関連する情報を掲載
しています。



付 - 2

ATAPI
IDE に CD/DVD など、ハードディスク以外の機器を
接続するための規格。これにより、ハードディスクと
同じように接続することが可能となっている。CD/
DVD ドライブは、ATAPI 接続と呼ばれることが多い。

BIOS（Basic Input Output System ）
バイオスと読み、コンピューターの電源を入れると一
番最初に読み込まれるデバイスをコントロールするプ
ログラム。OS は BIOS に命令を出しハードディスク
などのデバイスを制御する。

exFAT（Extended File Allocation Table）
主に USB メモリーなどのフラッシュメモリー向けの
ファイルシステムで、FAT32 の短所を補った拡張フ
ァイルシステムとなっている。理論上の最大ボリュー
ムサイズは 64ZB（ゼタバイト）。

FAT（File Allocation Table）
MS-DOS、Windows で使用されるファイルシステ
ム。ファイルの保存情報が記録されている。FAT16
は最大 2GB までしか扱うことができない。FAT32
は最大 2TB（テラバイト）まで扱うことができるが、
Windows では 32GB までしか作成できない。

GPT ディスク
ディスクの管理方式の１つで、「GUID パーティショ
ンテーブル」の頭文字をとって「GPT」と呼ぶ。最
大 18EB（エクサバイト）までボリュームを作成でき、
１台のディスクに最大 128 個のパーティションを作
成できる。従来のディスクは MBR（マスターブート
レコード）ディスクと呼ぶ。

GUID
ディスクやパーティションを区別するために用いられ
る一意な識別子のこと。

HPA（Hidden Protected Area）
PARTIES とも呼ばれる BIOS（ファームウェア）で
保護された領域で、Windows のディスクの管理でも

用語の解説

この領域を参照することができない。IBM 製のコン
ピューターはこの領域にリカバリー用のデータが保存
されている。

IDE
ハードディスクや CD/DVD を接続するための規格の
一つ。１本の IDE ケーブルで、マスター、スレーブ
として２台の機器を接続することができる。拡張規格
として ATA がある。

IEEE1394
高速なデータ転送が可能なシリアルインターフェース
規格。PC だけでなく、デジタル機器に広く普及して
いる。「FireWire」や「i.LINK」とも呼ばれる。

MS-DOS（Microsoft Disk Operating System）
Microsoft 社が開発したディスクオペレーティングシ
ステム。DOS と省略されることがある。

NTFS（New Technology File System ）
Windows NT から導入されたファイルシステム。セ
キュリティや信頼性において、FAT よりも優れている。

OS（Operating System ）
コンピューターを動かすための基本ソフトウェア。ハー
ドウェアの管理を行ったり動作させるためのインターフ
ェースを提供する。

PC/AT 互換機
IBM 社が開発した PC を元に、他社が開発した同等
の PC のこと。AT 互換機、PC 互換機、DOS/V 機
と呼ばれることもある。現在広く普及している PC の
うち、Macintosh 以外のほとんどは、PC/AT 互換機。

S.M.A.R.T.
Self-Monitoring, Analysis and Reporting 
Technology の略で、ハードディスクの障害の発見や
故障の発生を予測するために、ハードディスクに搭載
されている自己診断機能のこと。
S.M.A.R.T. の機能によって取得できる各属性値（読
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み込みエラーの発生率、スループットの値、温度など）
と、あらかじめそのハードディスクで設定されている

「しきい値」とを比較することで、故障の発生を予測
したり、劣化の状態を知ることができる。
現在製造されているハードディスクのほとんど
に搭載されているが、古いハードディスクなど、
S.M.A.R.T. の機能が搭載されていないものもある。

SSD（Solid State Drive）
記憶媒体としてフラッシュメモリーを用いたドライブ。
省電力、耐衝撃性の面からノート型コンピューターに
適している。SLC（Single Level Cell）と、MLC（Multi 
Level Cell）の 2 種類がある。MLC は SLC に比べ
低価格であるが、速度や信頼性の面で SLC に劣って
いる。書き換え可能回数は、SLC は 10 万回、MLC
は 1 万回程度とされている。

USB（Universal Serial Bus）
キーボード、マウス、ハードディスクなどのさまざま
な周辺機器を接続することができるインターフェース
で、コンピューターの電源を入れたまま、機器の接続、
取り外しが可能。
USB1.1、2.0、3.0 の規格がある。上位の規格は下位と
の互換性をもち、最大転送速度がより高速になっている。

USB ルートハブ
USB コントローラーチップ内部には一種のハブが存
在し、USB の根本にあたるハブのため USB ルート
ハブと呼ばれる。デバイスマネージャで USB コント
ローラを見ると、いくつかの USB ルートハブが表示
されていることが確認できる。
一般的に、コンピューター本体にある USB コネクタ

（USB ポートともいう）は通常ルートハブである。し
かし、最近のコンピューターでは USB コネクタが複
数あり、その中のいくつかのコネクタは、USB ルー
トハブから分岐したコネクタ（内蔵ハブによるコネク
タ）の場合がある。キーボードやモニタにある USB
コネクタも、内蔵ハブにより増設されたコネクタであ
ることが多い。

Windows PE（Windows Preinstallation 
Environment）
通常の Windows から機能を省き、最小限のサービ

スを利用できるコンパクトなオペレーティングシステ
ム。CD/DVD などから起動でき、Windows のイン
ストールや、起動できなくなった Windows のトラブ
ルシューティングや回復に利用される。Microsoft よ
り無償ダウンロード配布されており、これをベースに
自由にカスタマイズして使用することができる。

空き領域
パーティション中の使用されていない（ファイル・フ
ォルダーが存在しない）部分のこと。

アクティブパーティション
OSを起動するように指定されているパーティション。

拡張子
ファイルの種類を区別するために、ファイル名の後に

「.」を挟んでつけられる文字列のこと（例：.ISO　
.TXT）。

拡張領域と論理ドライブ
ハードディスクを分割したときの、基本ドライブ以外
の領域を拡張領域という。この拡張区画の中に１個ま
たは複数の論理ドライブがつくられ、論理ドライブの
１つ１つにＤ、Ｅ、Ｆ…とドライブ文字が割り当てら
れて使われることになる。
拡張領域のことを拡張パーティションと呼ぶこともあ
る。

仮想ドライブ 
実際には接続されていないが、Windows 上で本物の
ドライブと同じように認識されるドライブのこと。

起動コード（ブートコード）
コンピューターやシステムを起動するために最初に読
み込まれるプログラムのこと。

基本ドライブ
コンピューターの起動用ドライブで、１つのハードデ
ィスクに４つまで作成することができる。特殊な場合
を除きＣドライブを指す。このドライブに Windows
がインストールされる。
基本パーティション、またはプライマリパーティショ
ンと呼ぶことがある。
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クラスター
ハードディスクへのデータの記録はセクター単位で行
われるが、Windows では複数のセクターからなるク
ラスターという単位でデータが管理され、データの読
み書きがクラスター単位で行われる。

コンベンショナルメモリー
MS-DOS およびアプリケーションが使用可能な
640KB のメモリー。

シリアル ATA（SATA、SerialATA）
シリアルで転送するインターフェース規格。従来の
ATA 規格はパラレル転送を行っており、ケーブルの
形状が異なる。ATAより高速な転送を可能としている。

ジオメトリ
ハードディスクに関する情報（トラック数、セクター
数、ヘッド数など）のこと。

使用領域
パーティションの中の、使用されている（ファイル・
フォルダーが存在する）部分のこと。

ダイナミックディスク
Windows 2000 以降で利用可能なディスク管理方
法。ダイナミックディスクでは、「ボリューム」と
呼ばれる単位でディスクの領域を管理する。ボリュ
ームには、シンプル、スパン、ストライプ、ミラー、
RAID-5 が存在するが、ミラーと RAID-5 はサーバー
系 Windows のみサポートしている。

ディレクトリ
階層構造のファイル管理方式では、1 つの階層をディ
レクトリと呼ぶ。

デバイス
コンピューターに接続する周辺機器のこと。

同期
データを二重化し、常に同一性が保持される機能のこ
と。

トラックとセクター
ハードディスクの中では、回転する磁気を帯びた円盤
に対してデータの書き込み・読み出しが行われている。
データが記録される区画の最小単位をセクターといい、
セクターの１周分をトラックという。

パーティション
ハードディスクをいくつかの領域に分割したときの区
域のこと。物理的に１つのディスクを複数のディスク
のように見せることができる。

パーティションテーブル
ハードディスクに存在する各パーティションに関する
開始位置やサイズの情報を記録しておくテーブル。

ファイルシステム
ファイルを管理する方式。ハードディスク上のどこに
ファイルが保存されているかなどの情報を記録する。
ファイルの参照は、ファイルシステムの情報をもとに
行われている。

フォーマット
ハードディスクや DVD-RAM、MO などの記録メデ
ィアにデータを書き込むために一番最初に行う処理。
ファイルシステムごとに決められた規則に従って行わ
れる。

フラッシュメモリー
書き換え可能なメモリーのこと。電源を切ってもデー
タを保持することができる。USB メモリーや SSD、
SDHC メディアカードもフラッシュメモリーを使用
した記憶装置である。

ベーシックディスク
基本パーティション、拡張パーティション、論理ドラ
イブで構成される従来のディスク管理方法を「ベーシ

区画の１周分が
１トラック

１つ１つの
区画がセクター
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ックディスク」と呼ぶ。

ヘッド
データの読み込み・書き込みを行うために使われるデ
ィスクの中にある磁気ヘッドのこと。ハードディスク
では、複数のヘッドが存在する。

ヘッド数
ハードディスクのサイズや位置情報を計算する方法と
してヘッド数という値を使用する。ヘッド数は、ほと
んどのコンピューターでは 255 としているが、IBM
などの一部のコンピューターでは 240 となっている。

ボリューム
ディスクの記憶単位で、ドライブ文字が割り当てられ
る。ダイナミックディスクでは、パーティションを「ボ
リューム」と呼ぶ。

ボリュームラベル
マイ コンピュータ画面でドライブアイコンに表示さ
れる、ディスクを識別するための名前。

マスターブートレコード
HDD の先頭領域にあるセクターのことで、MBR と
略されることがある。パーティションテーブルやアクテ
ィブパーティションから起動用プログラムを読み込む
ためのマスターブートコードが記録されている。

マルチブート
ハードディスクに複数のオペレーティングシステム

（OS）をインストールして、切り替えて起動できる
ようにすること。

未割り当て領域
ハードディスクの中でパーティションが割り当てられ
ていない部分のこと。空き領域ともいう。

レジストリ
ハードウェアやアプリケーションの設定情報を管理す
るファイル。このファイルが破損すると OS が起動
しなくなることもある。

基本ドライブＣ： 論理ドライブD： 論理ドライブE：

マスターブート
レコード

MBR

未割り当て
領域

空き領域 空き領域 空き領域

拡張領域

１台のハードディスクの例

（基本領域）

使用領域 使用領域 使用領域
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１． お客様情報および使用目的について
　弊社製品購入時のユーザー登録、セミナー参
加申込み、お問合せフォーム等でお名前、ご住
所、電話番号、電子メールアドレス、パスワー
ド、弊社製品シリアル No. 等のお客様情報を
お預かりする場合があります。
　お預かりしたお客様情報は下記の場合に使用
いたします。
・ご購入いただいた弊社製品のサポートをご利

用いただく場合
・弊社から製品等をご購入いただく場合
・弊社が企画・参加するセミナー・イベントの

ご案内をする場合
・各種お申込みのお礼、またお申込みをいただ

いた資料等を送付する場合
・弊社製品のアップデータ、およびそれらの情

報をご提供する場合
・弊社新製品の情報、およびサービス等をご案

内する場合
 
２．お客様情報の提供および開示について
　原則として、お客様情報を第三者へ提供・開
示することはありません。ただし、以下の利用
目的でお客様情報を提供させていただく場合が
あります。
・外部業者への業務委託をする場合

　お客様へ製品・サービス・弊社情報等を
発送や提供するため、アンケート等を実施
するため等で、外部業者等へ業務を委託す
る場合があります。この場合には、弊社の
厳正な管理の下で業務を行うことを目的に、
必要最小限のお客様情報を提供する場合が

あります。
・法令等に基づき、お客様情報の開示が必要な
　場合

　法令や条例等で認められた権限を持つ機
関からの要請があった場合には、お客様の
許可なくお客様情報を提供・開示する場合
があります。

・クレジットカード会社、その他金融機関との
　お客様情報の共有

　クレジットカードによるオンライン決済
やその他の決済のためにお客様のお名前等
をクレジットカード会社、その他金融機関
に照会させていただく場合があります。

 
３．お客様情報の管理について
　お客様情報を厳正に保護し、不正使用、漏え
い、棄損、改ざん、不正アクセス等の無いよう
に努めます。
　お客様情報の閲覧、変更等は、弊社 Web サ
イトにてお客様ご自身で行うことが出来る場合
があります。お客様情報の取り扱いに関するお
問合せ、および変更等がお客様ご自身で行うこ
との出来ない場合には各製品のお客様相談窓口
までご連絡をお願いいたします。お客様ご自身
を弊社にてご確認させていただけた場合に限り、
合理的範囲内で速やかにご対応させていただき
ます。
 
４．セキュリティについて
　個人情報保護規定を策定し、適切な運用管理
に努めております。お預かりしたお客様情報は、
ファイヤーウォール等で保護されたサーバーに

　株式会社アーク情報システム（以下、弊社という）は個人情報保護に細心の注意を払っております。
　お客様にご登録いただいた個人情報（以下、お客様情報という）に対し、弊社情報セキュリティ
方針に従い、適切な保護を行います。
　以下にお客様情報の保護方針を記載いたします。

㈱アーク情報システム　お客様情報保護方針
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て保管し、不正アクセス等による漏えい、改ざ
んの起こらないように努めます。
　弊社 Web サイトにて、お客様情報をお預
かりする際やお客様ご自身でお客様情報の閲
覧、変更等を行う場合には、SSL（Secure 
Socket Layer）プロトコルを使用して安全性
を高めております。
　お客様がご自身の個人情報を管理するために
設定された電子メールアドレス、パスワード等
に関しては、お客様ご自身で厳重な管理をお願
いいたします。
 
５．Cookie（クッキー）使用について
　弊社 Web サイトでは、Cookie と呼ばれ
る技術を使用したページがあります。この
Cookie 技術の使用により、より利用しやすい
Web サイトのご提供を行っております。
　ただし、この Cookie により、お客様情報を
識別するものではありません。また、Cookie
機能をお客様により無効とされた場合には弊社

Web サイトの全部、または一部がご使用いた
だけない場合があります。
 
６．個人情報保護方針に関する改訂について
　弊社では、より良くお客様の個人情報の保護
を図るために、また法令その他の規範の変更に
伴い、お客様情報保護方針の全部または一部を
改訂することがありますので、定期的にご確認
されることをお勧めいたします。
 
７．お客様情報に関するお問合せについて
　お客様情報保護方針、およびお客様情報に関
するお問合せ窓口は下記で承っております。
・株式会社アーク情報システム
　　企画販売部　お客様情報保護方針相談窓口
・E-Mail　お客様情報保護方針担当
　　privacy@ark-info-sys.co.jp 
・ホームページ
　　http://www1.ark-info-sys.co.jp/
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①操作方法・トラブル内容について調べる
イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 が 可 能 な 場 合 は、
FAQ（よくあるお問い合わせ）をご覧く
ださい。操作上の注意点、トラブル内容と
対処方法などが記載されています。
http://www1.ark-info-sys.co.jp/
support/index.html

②アップデータをダウンロードする
最新アップデータを適用することにより、
改善する場合があります。下記からダウン
ロードしてください。
http://www1.ark- info -sys.co.jp/
download/index.html

③弊社サポートへ問い合わせる
上記によっても解決しないとき、またはイン
ターネット接続ができない場合に弊社ユー
ザーサポートをご利用ください。

　お問い合わせいただく際、メール、FAX、
電話のいずれの場合においても以下の項目が必
要です。
① ユーザー ID
②製品名、バージョン、シリアルナンバー

■ メ ー ル フ ォ ー ム：https://www2.ark-
info-sys.co.jp/ARK_N/MailSupport/
MainGate.asp

■ FAX：03-3234-9252
■ TEL：03-3234-9251（祝祭日・弊社休業

日を除く㈪〜㈮の10 〜 12 時、13 〜 17 時）

ユーザーサポートのご利用にあたって

お問い合せになる前に

お問い合せにあたって

※ FAX の場合、「ユーザーサポート申込書」をコ
ピーしてご記入のうえお送りください。

※メール・FAX の場合、お問い合わせの内容に
より３〜５営業日ほどお時間をいただく場合が
あります。あらかじめご了承ください。

※曜日や時間帯によってはお問い合わせが集中し、
お電話がつながりにくくなる場合がございます。
その際は、恐れ入りますが時間をずらしてお電
話をいただきますようお願いいたします。

弊社で動作保証している環境以外（自作のコン
ピューター、ショップメイドのコンピューター、
CPU オーバークロック、そのほかハードウェ
アの改造など）で不具合が発生するケースに
おいては、パーツの相性や、デバイスドライバー
がその一因となっていることがあります。
その場合、すべてのパーツの組み合わせの相性
テストは不可能であり、弊社ユーザーサポート
環境にて再現性のない場合や、相性により発
生していると思われる問題につきましては対応
が不可能な場合もあります。ご了承ください。
他社製品、シェアウェアなどのパーティション
操作ソフトウェア（マルチブートユーティリティ
など）との共存は原則としてサポート外とさせ
ていただきます。

③ご使用の OS （Windows XP など）
④ エラーメッセージ全文
　障害の状況により、さらに詳しい情報が必要
な場合があります。エラーが発生するまでの手
順を、箇条書きでお知らせください。

（例）
　１．「開始」をクリック
　２．アプリケーションエラーが発生
　　　エラーメッセージ「*******」（正確に
　　　転記してください）
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この用紙をコピーして各項目にご記入の上、下記まで FAX にてお送りください。

必ずユーザー登録終了後にユーザーサポートをお申し込みください。

株式会社アーク情報システム　企画販売部 ユーザーサポート係　行

「BOOT革命/USB Ver.5 」ユーザーサポート申込書

FAX 03-3234-9252

お使いの環境を、わかる範囲でご記入ください（この用紙でユーザー登録はできません）。

（FAX、E-Mail から指定してください。ただし、ご希望に添えない場合もありますのでご了承ください。）●弊社からお客様への連絡方法

●お客様のお名前・ご連絡先・対象の製品（※ は必ずお書きください）

●お使いのコンピューターについて

●お使いのソフトウェアについて

１．FAX　　2．E-Mail

※お名前：

TEL： FAX：

E-Mail アドレス：

アップデータの有無：有・無（Ver.　　　　　　）

製品の種類：　１．Professional　　2．Standard　　3．Basic

メーカー名：

機種名とシリアルナンバー：

メモリー（RAM）容量：

接続されている周辺機器：

32 ビット版／ 64 ビット版

ボード、カードをご利用の場合

・I/F：SCSI、eSATA、RAID、USB2.0、USB3 .0、IEEE1394、その他（ 　　　　　　　　）

・メーカー、型番、チップセット：

インストールされているアプリケーションプログラム：

Windows の種類：

Windows XP Home / Pro（SP　　　　　　　）

Windows Vista Basic / HomePremium / Business / Ultimate（SP　　　）

Windows 8 / Windows 8 Pro（SP　　　　　　）

Windows 7 Starter / HomePremium / Professional / Ultimate（SP　　　　　）

※シリアルナンバー：
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●障害が生じた操作（□にチェックを入れ、内容を記入してください）

□インストール時

□システムドライブのコピー時

エラーメッセージ：

エラーメッセージ：

障害が生じたタイミング：□インストール途中　□その他

障害が生じたタイミング：□起動時　□オプションの選択時　□ファイル選択時

　　　　　　　　　　　　□ファイルコピー中　□その他

コピー方式：□システムドライブを丸ごとコピー

　　　　　　□ファイルを選択してコピー

コピー先デバイス：□ USB ハードディスク

　　　　　　　　　□ USB メモリー

「コピー設定の確認」画面に表示されている情報を記載してください。

コピー元ドライブのドライブ文字：

コピー先デバイス：

コピーするサイズ：

作業ドライブ（丸ごとコピーの場合）：

オプション：□システムドライブのサイズをコピー先に合わせる

　　　　　　□ NTFS の暗号化

現象（具体的に）：

現象（具体的に）：
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□ USB デバイスからの起動時

□ USB 起動コードの書き込み・復元時

エラーメッセージ：

エラーメッセージ：

起動コードの読み込み：□製品 CD　□ハードディスク　□起動コードを使用しない（BIOS で起動）

現象（具体的に）：

現象（具体的に）：



付 - 12

□エクスターナルインストール時

□その他

エラーメッセージ：

エラーメッセージ：

インストールする OS：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（SP　　　　）

ドライブ名：

合計サイズ：

空き容量：

デバイス名：

障害が生じたタイミング：□起動時　□ディスクの選択時　□ファイルコピー中　□その他

現象（具体的に）：

現象（具体的に）：
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